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学
園
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

イ
エ
ロ
ー
は
「
活
力
」
と
「
勇
気
」
を
表
し
、

三
本
の
柱
は
学
生
・
生
徒
・
園
児
、
教
職
員
、

同
窓
生
を
象
徴
し
て
い
ま
す
。

ブ
ル
ー
は
「
理
想
」
と
「
若
さ
」
を
表
し
、
五

本
の
柱
は
五
つ
の
教
育
目
標
を
象
徴
し
て
い
ま

す
。

そ
し
て
、
八
本
の
柱
が
一
体
と
な
り
、
東
京
成

徳
学
園
と
そ
の
学
園
に
集
う
人
々
の
ヒ
ュ
ー
マ

ニ
テ
ィ
を
作
り
上
げ
る
姿
を
表
現
し
て
い
ま
す
。
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冠し「楷

かい

の木ホール」と命名されました。
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巻頭言

「
東
京
成
徳
ビ
ジ
ョ
ン
100
」
の
策
定

　
「
東
京
成
徳
ビ
ジ
ョ
ン
100
」
の
策
定
が

進
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
創
立
90
周
年

事
業
の
一
つ
と
し
て
企
画
さ
れ
た
も
の

で
、
創
立
100
周
年
に
向
け
て
学
園
と
各
校

の
将
来
像
を
構
想
す
る
も
の
で
す
。

　

私
立
学
校
に
は
そ
れ
ぞ
れ
に
「
建
学
の

精
神
」
が
あ
り
、
そ
れ
に
基
づ
き
独
自
の

教
育
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。「
建
学
の

精
神
」
は
学
校
に
と
っ
て
不
易
な
も
の
で

あ
り
、
時
を
経
て
も
そ
の
意
義
を
失
わ
な

い
も
の
で
す
が
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
を
と
ら

え
、
教
育
に
活
か
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
意
味
で
今
回
学
園
及
び
各
校

の
将
来
像
を
策
定
す
る
こ
と
は
、
今
後
の

目
標
を
共
有
し
、
在
校
生
、
卒
業
生
、
教

職
員
の
オ
ー
ル
成
徳
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

ベ
ク
ト
ル
を
束
ね
る
役
割
を
果
た
す
も

の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
３
月
の
学
園
理
事
会
で
学
園
全

体
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
『「
成
徳
」
の
精

神
を
持
っ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
』

と
い
う
理
念
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
今
後

学
園
ビ
ジ
ョ
ン
を
踏
ま
え
部
門
ご
と
に

提
示
さ
れ
た
課
題
を
検
討
の
上
、
各
校
の

構
想
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
ま
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
へ
の
対
応

　

こ
れ
か
ら
の
日
本
に
お
け
る
教
育
の

キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
「
グ
ロ
ー
バ
ル
」
と

い
う
テ
ー
マ
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、「
英
語
」や「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
」な
ど
グ
ロ
ー

バ
ル
化
し
た
社
会
で
求
め
ら
れ
る
能
力

を
高
め
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
日
本

の
教
育
で
は
あ
ま
り
取
り
組
ま
れ
て
来

な
か
っ
た
「
デ
ィ
ベ
ー
ト
」
や
「
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」
な
ど
の
ス
キ
ル
も

必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の

グ
ロ
バ
ー
ル
化
の
波
は
す
べ
て
の
人
に

押
し
寄
せ
る
も
の
で
あ
り
、
ご
く
普
通

の
学
生
に
と
っ
て
も
避
け
て
通
れ
な
い

こ
と
と
な
る
で
し
ょ
う
。
仮
に
活
動
の

場
が
海
外
で
は
な
く
国
内
だ
と
し
て
も

知
識
・
教
養
・
考
え
方
な
ど
新
し
い
視

点
で
学
ぶ
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

最
近
の
報
道
で
は
、
文
部
科
学
省
は

現
在
の
セ
ン
タ
ー
試
験
を
改
革
し
て
ア

メ
リ
カ
の
Ｓ
Ａ
Ｔ
の
よ
う
な
試
験
制
度

を
５
年
位
を
目
途
に
導
入
し
よ
う
と
考

え
て
い
る
よ
う
で
す
。
Ａ
Ｏ
入
試
な
ど

で
入
学
し
た
学
生
が
大
学
教
育
に
つ
い

て
い
け
な
い
と
い
う
状
況
を
打
開
し
、
加

え
て
全
入
時
代
を
迎
え
て
入
試
に
代
わ

る
ハ
ー
ド
ル
を
全
員
に
設
定
す
る
こ
と

に
よ
り
中
等
教
育
の
質
向
上
を
図
れ
る

と
考
え
て
い
る
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
中

等
教
育
で
の
学
習
成
果
は
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の

検
証
で
も
分
か
る
通
り
、
世
界
で
も
最

優
秀
な
国
の
一
つ
で
あ
り
、
日
本
国
民

全
体
の
基
礎
学
力
・
教
養
を
確
保
す
る

こ
と
に
十
分
な
責
務
を
果
た
し
て
い
る

と
思
わ
れ
ま
す
。
む
し
ろ
大
幅
に
見
直

し
改
善
を
図
る
べ
き
は
高
等
教
育
（
大

学
）
で
あ
り
、
教
育
方
法
の
グ
ロ
ー
バ

ル
化
を
し
、
学
生
の
意
識
と
教
員
の
指

導
方
法
を
変
え
な
い
限
り
学
士
力
の
向

上
は
難
し
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
ハ
ー
バ
ー

ド
大
学
の
マ
イ
ケ
ル
・
サ
ン
デ
ル
教
授

や
ス
タ
ン
フ
ァ
ー
ド
大
学
、
Ｍ
Ｉ
Ｔ
の

講
義
の
様
子
を
テ
レ
ビ
で
視
聴
し
刺
激

を
受
け
た
の
は
私
だ
け
で
は
な
い
で

し
ょ
う
。

日
本
人
の
誇
れ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
感
覚

　

日
本
で
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
遅
れ
て

い
る
の
で
何
と
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
が
ち
で
す
が
、
足
り
な
い
部

分
だ
け
で
な
く
世
界
に
誇
れ
る
日
本
人

の
良
さ
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、「
感
謝
」

と
「
信
頼
さ
れ
る
（
徳
）」
の
精
神
と
行

動
で
す
。
こ
れ
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
良

さ
を
失
わ
ず
に
世
界
に
も
っ
と
発
信
し

て
行
き
た
い
も
の
で
す
。

　

先
日
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
、
対
コ
ー

ト
ジ
ボ
ア
ー
ル
戦
終
了
後
に
日
本
の
サ

ポ
ー
タ
ー
が
行
な
っ
た
ゴ
ミ
拾
い
に
つ

い
て
海
外
か
ら
称
賛
の
声
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
の
新
聞
に
は
敗
者

側
の
サ
ポ
ー
タ
ー
が
場
内
の
跡
始
末
を

し
て
帰
る
こ
と
は
他
国
で
は
あ
り
得
な

い
と
驚
き
の
報
道
が
さ
れ
ま
し
た
。
し

か
し
、
日
本
で
は
当
り
前
で
す
。
日
本

の
学
校
教
育
で
は
公
共
施
設
を
利
用
し

た
際
は
、
き
れ
い
に
整
理
整
頓
し
て
返

す
こ
と
を
厳
し
く
教
え
て
い
ま
す
。

　

最
近
、
イ
ギ
リ
ス
Ｂ
Ｂ
Ｃ
放
送
が
世

界
24
ヶ
国
で
実
施
し
た
国
際
世
論
調
査

（
６
月
発
表
）
で
は
「
世
界
に
良
い
影
響

を
与
え
て
い
る
国
」
と
し
て
日
本
は
５

位
に
ラ
ン
キ
ン
グ
さ
れ
ア
ジ
ア
で
は

ト
ッ
プ
で
し
た
。
ま
た
、
日
本
の
外
務

省
が
３
月
に
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合 

（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
）
７
ヶ
国
を
対
象
に
世
論

調
査
を
行
い
「
最
も
信
頼
で
き
る
国
」
を

聞
い
た
と
こ
ろ
、
日
本
が
33
％
（
１
位
）、

ア
メ
リ
カ
16
％
（
２
位
）
そ
し
て
、
隣

国
中
国
は
５
％
、
韓
国
は
２
％
と
い
う

結
果
で
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
際
し
、

多
様
な
視
点
を
持
ち
、
異
文
化
理
解
を

通
じ
て
他
国
の
文
化
と
人
々
に
敬
意
を

払
う
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
ず
、
こ
れ

ま
で
日
本
の
先
人
の
努
力
に
よ
っ
て
国

際
的
に
名
誉
あ
る
評
価
を
受
け
て
い
る

こ
と
を
若
者
に
も
引
継
ぎ
、
真
の
グ
ロ
ー

バ
ル
人
材
を
育
成
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
社
会
へ
の
対
応
」

東
京
成
徳
学
園
理
事
長
　
木
内
　
秀
樹
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就任挨拶

　

今
年
４
月
か
ら
、
大
谷
幸
男
校
長
先
生

の
後
任
と
し
て
赴
任
い
た
し
ま
し
た
。
大

谷
先
生
は
引
き
続
き
、
本
校
の
顧
問
と
し

て
、
校
長
へ
の
助
言
の
他
、
中
学
校
の
総

合
的
な
学
習
の
時
間
（「
生
き
方
在
り
方
」

指
導
）、
全
教
員
の
授
業
観
察
を
担
当
さ

れ
、
今
後
も
深
谷
校
を
強
力
に
支
え
て
く

だ
さ
い
ま
す
。

深
谷
校
の
生
徒

　

高
等
学
校
の
始
業
式
に
、
私
は
、
校
長

挨
拶
の
中
で
、
次
の
質
問
を
生
徒
に
投
げ

か
け
ま
し
た
。

　
「
誰
に
で
も
で
き
ま
す
が
、
誰
に
で
も

で
き
な
い
こ
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。」

　

私
の
用
意
し
て
い
た
答
え
は
「
何
か
を

続
け
る
こ
と
」
で
す
。
新
し
い
年
度
の
始

業
式
に
当
た
り
、
生
徒
に
学
習
や
部
活

動
、
よ
い
生
活
習
慣
な
ど
を
継
続
す
る
決

意
を
促
す
意
図
の
質
問
で
し
た
。
私
が
予

想
し
て
い
た
生
徒
の
答
え
は
「
努
力
」
や

「
頑
張
り
」
な
ど
と
い
う
言
葉
で
し
た
。

　

す
る
と
、
生
徒
会
長
が
フ
ロ
ア
か
ら
大

き
く
元
気
な
声
で
次
の
言
葉
を
返
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　
「
優
し
さ
で
す
。」

　

私
は
、
深
谷
校
の
校
風
と
「
成
徳
」
の

教
育
成
果
の
一
面
を
見
た
気
が
し
ま
し
た
。

本
校
の
課
題

　

現
在
の
本
校
の
一
番
の
課
題
は
、
本
校

の
魅
力
を
一
層
高
め
て
発
信
し
、
本
校
で

学
び
た
い
と
思
う
意
欲
溢
れ
る
生
徒
を

で
き
る
だ
け
多
く
迎
え
入
れ
る
こ
と
に

尽
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

本
校
で
は
、
建
学
の
精
神
に
基
づ
い
た

「
徳
を
成
す
」
た
め
の
諸
教
育
活
動
が
着

実
に
実
践
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
結

果
、
そ
れ
ら
が
本
校
な
ら
で
は
の
魅
力
と

な
り
、
生
徒
の
人
間
性
・
社
会
性
の
伸
張

に
は
保
護
者
の
高
い
支
持
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
全
国
の
ど
の
学
校
に
も
共
通

す
る
課
題
で
あ
り
ま
す
が
、
本
校
最
大
の

課
題
は
「
学
力
の
向
上
」
と
「
生
徒
の
進

路
希
望
実
現
」
で
あ
り
ま
す
。
人
間
性
等

の
伸
張
は
、
数
字
で
は
表
し
に
く
い
の
に

対
し
、
こ
れ
ら
の
実
績
は
、
校
外
に
向
け

て
、
数
字
の
結
果
と
な
っ
て
発
信
さ
れ
ま

す
。
当
然
、
入
学
希
望
者
の
増
減
に
直
結

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

課
題
解
消
に
向
け
た
取
組

　
　
〜
「
オ
ー
ル
東
京
成
徳
」
〜

　

今
後
は
、
本
校
の
現
在
の
魅
力
を
発
信

し
な
が
ら
、
生
徒
の
学
力
向
上
と
進
路
希

望
実
現
に
向
け
て
、
学
校
を
あ
げ
て
取
り

組
み
、
結
果
を
出
す
こ
と
が
課
題
解
消
へ

の
本
筋
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
校
の
宝
の
よ
う
な
最
大
の
魅
力
は

「
成
徳
の
生
徒
」
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、

卒
業
し
て
大
学
等
で
勉
学
に
励
ん
で
い
る

卒
業
生
と
、
社
会
で
活
躍
し
て
い
る
同
窓

生
も
本
校
の
大
き
な
魅
力
で
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
魅
力
発
信
方
法
の
一
つ
と
し

て
、
学
校
説
明
・
見
学
会
で
は
、
小
中
学

生
や
そ
の
保
護
者
に
、
本
校
生
徒
の
発
表

や
学
校
生
活
の
説
明
を
聞
い
て
も
ら
っ

た
り
、
生
徒
の
授
業
風
景
を
見
学
し
て
も

ら
う
な
ど
、
本
校
の
生
徒
（
＝
宝
）
を
全

面
に
出
し
た
方
法
に
切
り
替
え
、
教
職
員

は
陰
役
に
す
る
予
定
で
す
。

　

学
力
向
上
に
は
、
教
職
員
の
一
致
協
力

体
制
に
よ
る
指
導
が
不
可
欠
で
す
。
授
業

互
見
に
よ
る
自
主
的
研
修
強
化
の
他
、
管

理
職
に
よ
る
授
業
観
察
・
指
導
も
徹
底
す

る
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。
進
路
指
導
に

は
、
同
窓
の
大
学
生
や
大
先
輩
に
、
座
談

会
、
講
演
会
、
学
習
指
導
な
ど
で
支
援
を

お
願
い
し
、
生
徒
の
意
欲
向
上
を
図
っ
て

い
く
計
画
で
す
。

　

大
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
狙
い
な
が
ら
も
、
今

は
「
オ
ー
ル
東
京
成
徳
」
に
よ
る
ヒ
ッ
ト
、

バ
ン
ド
の
連
続
で
、
生
徒
の
進
路
希
望
実

現
を
着
実
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
私
の
教
育
信
念

は
「
教
育
の
評
価
は
、『
教
師
が
何
を
し

た
か
』
よ
り
も
『
生
徒
が
何
を
し
た
か
』

が
大
切
で
あ
り
、
さ
ら
に
一
番
大
切
な
の

は
『
生
徒
が
ど
う
変
容
し
た
か
』
で
あ

る
。」
と
い
う
も
の
で
す
。
ま
た
、
好
き

な
言
葉
は
「
実
践
・
実
行
」
で
す
。

　

微
力
な
私
で
す
が
、
深
谷
校
と
も
ど

も
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「
就
任
の
ご
挨
拶
」

東
京
成
徳
大
学
深
谷
中
学
・
高
等
学
校

校
長
　
神
田
　
正ま

さ
し
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平
成
26
年
４
月
に
開
催
さ
れ
た
学
園

理
事
会
・
評
議
員
会
に
お
い
て
、
役
員
の

改
選
が
行
わ
れ
、
左
表
の
通
り
決
定
し
ま

し
た
。

　

役
員
で
は
、
新
た
に
神
田
正
氏
が
理
事

に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
大
谷
幸
男

理
事
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

〈
役
員
就
任
〉

理
事　

神
田 

正ま
さ
し

　

埼
玉
県
立
熊
谷
農
業
高
等
学
校
、
羽
生

高
等
学
校
等
の
教
諭
の
の
ち
、
埼
玉
県
立

坂
戸
ろ
う
学
校
長
、
坂
戸
高
等
学
校
長
を

歴
任
し
、
そ
の
後
、
埼
玉
県
立
総
合
教
育

セ
ン
タ
ー
指
導
主
事
兼
主
任
専
門
員
を

平
成
26
年
３
月
ま
で
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
４
月
よ
り
東
京
成
徳
大
学

深
谷
中
学
・
高
等
学
校
長
に
就
任
さ
れ
ま

し
た
。

〈
役
員
退
任
〉

理
事　

大
谷 

幸
男

　

埼
玉
県
立
大
宮
高
等
学
校
長
等
を
経

て
平
成
21
年
４
月
に
本
学
理
事
な
ら
び

に
東
京
成
徳
大
学
深
谷
高
等
学
校
長
に

就
任
。
東
京
成
徳
大
学
深
谷
中
学
校
設
置

に
尽
力
さ
れ
初
代
校
長
に
就
任
さ
れ
ま

し
た
。
退
任
後
は
同
中
学
・
高
等
学
校
の

運
営
・
教
育
研
究
な
ど
に
つ
い
て
助
言
を

い
た
だ
く
顧
問
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

「
平
成
26
〜
28
年
度
中
期
事
業
計
画
」の

推
進
と
「
東
京
成
徳
ビ
ジ
ョ
ン
100
」の
策
定

　

平
成
26
〜
28
年
度
の
経
営
課
題
と
し

て
、
以
下
の
諸
点
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

（
１
）
平
成
28
年
度
に
始
ま
る
中
等
教
育

対
象
年
齢
人
口
の
減
少
、（
２
）
大
学
進

学
率
の
頭
打
ち
、（
３
）
大
学
の
学
部
・

学
科
新
設
に
対
す
る
審
査
の
厳
格
化
、

（
４
）
実
学
化
や
資
格
志
向
等
の
教
育
に

対
す
る
社
会
的
ニ
ー
ズ
の
変
化
、（
５
）
教

育
再
生
実
行
会
議
や
文
部
科
学
省
に
よ
る

学
校
改
革
や
教
育
・
研
究
改
善
活
動
の
制

度
化
・
政
策
化
、
以
上
の
経
営
課
題
を
踏

ま
え
て
、
各
校
は
平
成
28
年
度
に
向
け
た

教
育
・
研
究
改
善
の
目
標
を
定
め
、
各
年

度
に
お
け
る
各
校
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
を
通
じ
て

実
現
を
図
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
計
画
及

び
各
校
の
目
標
に
つ
い
て
は
東
京
成
徳
学

園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（http://w
w

w
.tokyoseitoku.ac.jp/

report/index.htm
l

）

　

学
園
創
立
100
周
年
を
迎
え
る
平
成
37

年
度
の
将
来
像
を
、
示
し
た
「
東
京
成
徳

ビ
ジ
ョ
ン
100
」
を
学
園
創
立
90
周
年
の
平

成
27
年
度
を
目
途
と
し
て
策
定
し
て
い

ま
す
。

理事・監事・評議員

役　職 氏　名 現　職
理 事 長 ･ 評 議 員 木　 内　 秀　 樹 短期大学長、中学 ･ 高等学校長、幼稚園長
理 事 ･ 評 議 員 木　 内　 秀　 俊 学園長
理 事 ･ 評 議 員 海　 保　 博　 之 大学長
理 事 ･ 評 議 員 ○ 神　 田　　　 正 深谷中学・高等学校長
理 事 ･ 評 議 員 渡　 部　　　 賢 大学事務局長、短期大学事務局長
理 事 ･ 評 議 員 竹　 内　 利　 行 群馬大学副学長
理 事 ･ 評 議 員 前　 田　 雅　 英 首都大学東京法科大学院教授
理 事 ･ 評 議 員 青　 栁　 晴　 久 赤城印刷株式会社代表取締役
監 事 大　 澤　　　 健 元深谷高等学校長
監 事 黒　 﨑　 康　 夫 株式会社黒﨑インターナショナル代表取締役
監 事 黒　 田　 定　 男 前大学八千代事務局長
評 議 員 安　 見　 克　 夫 短期大学幼児教育科長
評 議 員 松　 崎　　　 博 大学事務局次長
評 議 員 永　 井　 聖　 二 大学子ども学部長
評 議 員 石　 山　　　 賢 法人事務局長
評 議 員 星　 野　　　 薫 第二幼稚園長
評 議 員 藪　 﨑　 精　 克 学園後援会長
評 議 員 染　 谷　 一　 子 中学・高等学校同窓会長
評 議 員 遠　 藤　 洋　 子 短期大学同窓会長
評 議 員 岡　 田　 康　 司 大学経営学部長
評 議 員 新　 井　 邦 二 郎 大学院心理学研究科長
評 議 員 津　 島　 泰　 雄 歯科医師

○・・・新任者

役
員
・
評
議
員
の
改
選　

学
園
人
事　
平
成
26
年
２
月 

− 
７
月
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教員 退
職

大
学

所
　
属

氏
　
名

渡
　
辺
　
千
　
仭

半
　
田
　
勝
　
久

吉
　
川
　
好
　
昭

加
　
藤
　
　
　
理

山
　
口
　
正
　
寛

飯
　
田
　
順
　
子

渡
　
辺
　
　
　
央

加
　
地
　
雄
　
一

宮
　
本
　
文
　
雄

日
　
山
　
紀
　
彦

経
営
学
部
経
営
学
科
特
任
教
授

子
ど
も
学
部
子
ど
も
学
科
准
教
授

子
ど
も
学
部
子
ど
も
学
科
教
授

子
ど
も
学
部
子
ど
も
学
科
教
授

応
用
心
理
学
部
臨
床
心
理
学
科
助
教

応
用
心
理
学
部
臨
床
心
理
学
科
准
教
授

応
用
心
理
学
部
福
祉
心
理
学
科
助
教

応
用
心
理
学
部
福
祉
心
理
学
科
准
教
授

応
用
心
理
学
部
福
祉
心
理
学
科
教
授

人
文
学
部
長

配
属
・
役
職

　

職員 教員 採
用

法
人
事
務
局

幼
稚
園

深
谷
中
学
・
高
校

中
学
・
高
校

第
二
幼
稚
園

幼
稚
園

深
谷
中
学
・
高
校

中
学
・
高
校

短
期
大
学

大
学

所
　
属

氏
　
名

玉
　
井
　
麻
　
結

宮
　
本
　
英
　
俊

坂
　
下
　
正
　
基

太
　
田
　
早
　
紀

髙
　
橋
　
裕
　
一

岡
　
野
　
成
　
美

長
谷
川
　
　
　
幹

小
　
山
　
典
　
子

本
　
間
　
美
　
穂

藤
　
江
　
曜
　
子

濱
　
屋
　
靖
　
美

田
　
中
　
美
　
穂

鈴
　
木
　
沙
耶
香

清
　
水
　
里
　
紗

瀨
　
戸
　
千
　
紘

神
　
田
　
　
　
正

Sinclair Lucas Kendall Almon

安
　
田
　
一
　
平

宮
　
越
　
美
　
沙

橋
　
本
　
雄
　
志

田
　
中
　
　
　
海

外
　
川
　
陽
　
菜

北
　
村
　
　
　
厚

伊
　
藤
　
大
　
貴

永
　
井
　
優
　
美

夏
　
原
　
隆
　
之

渡
　
部
　
雪
　
子

西
　
村
　
昭
　
徳

三
　
木
　
良
　
子

別
　
府
　
さ
お
り

事
務
技
術
職
員

技
術
職
員

助
手
労
務
事
務
教
諭
教
諭
教
諭
教
諭
教
諭
教
諭
教
諭
専
任
講
師

専
任
講
師

校
長
専
任
講
師

専
任
講
師

専
任
講
師

専
任
講
師

専
任
講
師

専
任
講
師

専
任
講
師

専
任
講
師

幼
児
教
育
科
准
教
授

応
用
心
理
学
部
健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
心
理
学
科
助
教

応
用
心
理
学
部
臨
床
心
理
学
科
助
教

応
用
心
理
学
部
臨
床
心
理
学
科
准
教
授

応
用
心
理
学
部
福
祉
心
理
学
科
助
教

応
用
心
理
学
部
福
祉
心
理
学
科
准
教
授

配
属
・
役
職

職員 教員 新
任
・
昇
任
・
異
動

幼
稚
園

大
学
事
務
局
・

短
大
事
務
局

第
二
幼
稚
園

深
谷
中
学
・
高
校

中
学
・
高
校

短
大

大
学 所

　
属

昇
任
異
動
異
動
異
動
異
動
昇
任
昇
任
異
動
昇
任
昇
任
新
任
昇
任
昇
任
昇
任
昇
任
昇
任
昇
任
異
動
異
動
昇
任
昇
任
昇
任
新
任
新
任
新
任

氏
　
名

袖
　
山
　
明
　
裕

大
　
嶋
　
夏
　
子

渡
　
辺
　
美
智
弘

古
　
山
　
　
　
尚

山
　
下
　
敏
　
博

渡
　
邉
　
　
　
博

宮
　
内
　
貴
　
子

君
　
塚
　
隆
　
太

堀
　
　
左
馬
之
介

松
　
崎
　
　
　
博

水
　
島
　
幸
　
子

児
　
玉
　
慎
　
治

和
　
田
　
一
　
将

河
　
村
　
陽
　
介

福
　
山
　
多
江
子

大
　
塚
　
良
　
一

和
　
田
　
信
　
行

長
谷
部
　
孝
　
司

味
　
府
　
美
　
香

江
　
間
　
由
紀
夫

臺
　
　
　
純
　
子

今
　
仲
　
昌
　
宏

塙
　
　
　
和
　
明

海
　
保
　
博
　
之

技
術
職
員
主
任

教
務
課

学
生
支
援
課
主
任

八
千
代
総
務
課
係
長

学
生
支
援
課
課
長

学
生
支
援
課
主
任

学
生
支
援
課
主
任

入
学
課
主
任

教
務
課
主
任

入
試
広
報
課
係
長

大
学
院
事
務
長
兼
務
（
事
務
局
次
長
）

主
任
教
諭
教
諭
教
諭
幼
児
教
育
科
教
授

幼
児
教
育
科
教
授

子
ど
も
学
部
子
ど
も
学
科
特
任
教
授

経
営
学
部
経
営
学
科
教
授

子
ど
も
学
部
子
ど
も
学
科
准
教
授

応
用
心
理
学
部
福
祉
心
理
学
科
教
授

人
文
学
部
観
光
文
化
学
科
教
授

人
文
学
部
長
（
国
際
言
語
文
化
学
科
長
兼
務
）

東
京
成
徳
学
園
十
条
台
キ
ャンパス
図
書
館
長
（
子
ど
も
学
科
長
兼
務
）

東
京
成
徳
大
学
人
文
学
部
・
応
用
心
理
学
部
図
書
館
長
兼
務
（
学
長
）

配
属
・
役
職

入
学
課

八
千
代
総
務
課
係
長

入
試
広
報
課
係
長

大
学
院
事
務
長

教
務
課
主
任

学
生
支
援
課
主
任

専
任
講
師

専
任
講
師

専
任
講
師

幼
児
教
育
科
准
教
授

幼
児
教
育
科
准
教
授

短
大
幼
児
教
育
科
教
授

共
通
領
域
部
教
授

子
ど
も
学
部
子
ど
も
学
科
助
教

応
用
心
理
学
部
福
祉
心
理
学
科
准
教
授

人
文
学
部
観
光
文
化
学
科
准
教
授

前
任

　

職員 教員 退
職

幼
稚
園

深
谷
中
学
・
高
校

第
二
幼
稚
園

幼
稚
園

深
谷
中
学
・
高
校

中
学
・
高
校

所
　
属

氏
　
名

小
　
川
　
正
　
守

田
　
端
　
美
　
佳

増
　
田
　
祥
　
子

大
　
庭
　
幸
　
恵

金
　
井
　
正
　
美

守
　
屋
　
麻
　
衣

緑
　
川
　
　
　
梓

高
　
橋
　
悦
　
子

野
　
村
　
奈
　
央

遠
　
藤
　
美
　
緒

布
　
川
　
景
　
子

藤
　
田
　
洋
　
治

佐
　
藤
　
隼
　
人

大
　
谷
　
幸
　
男

宗
　
雪
　
史
　
弥

何
　
本
　
裕
　
子

中
　
矢
　
理
　
枝

技
能
職
員

助
手
助
手
助
手
労
務
教
諭
教
諭
教
諭
教
諭
教
諭
教
諭
教
諭
教
諭
校
長
教
諭
教
諭
教
諭

配
属
・
役
職
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部　門 事　業　内　容

高
等
教
育
部
門

大 学
共 通

・「東京成徳ビジョン100」に併せて学部学科のあり方の基本検討を行う
・第三者評価（27 年度）を視野に自己点検評価を実施
・研究費の管理・監査ガイドライン改正への対応を行う
・教員免許更新講習、公開講座、ボランティア派遣などの地域貢献活動を実施
・交換留学・語学研修など海外交流プログラムを推進

人 文
学 部
応 用 心
理 学 部
大 学 院

・収容定員未達の 3 学科（伝統・国際・福祉）の学生募集強化
・観光文化学科の教育体制（文科省留意事項）を維持・継続
・教育の質を高める FD・SD・自己点検（PDCA）を実施
・�「就業力向上カリキュラム」と「キャリア講座」の連動を図り、卒業生の「進路決定率」

を高める
・学生募集に繋げるための体育施設等の整備・拡充及び設備・機器の老朽化対策を実施
・博士後期課程入学定員を確保
・臨床心理士試験の合格率を高めるための対策を実施

子 ど も
学 部

・小学校教員養成課程設置、入学定員増に伴う教育課程等の実施
・24-25 年度自己評価に基づく教育課程の改善
・履修メニューの改訂、整備
・「教育支援人材育成事業」の遂行

経 営
学 部

・教育課程の整備・充実
・キャリア教育の充実と就職活動支援の強化
・学修意欲向上のための「懸賞論文コンテスト」「ビジネスアイデアコンテスト」の実施
・授業アンケート票と FD の見直しによる授業の質を向上

短 期
大 学

・短期大学基準協会による第三者評価の認証に向けた取り組み
・学士教育の質の保証に向け 3 つのポリシーの実現に向けた取り組み
・子ども学部との授業等の連携強化の推進を図る
・近隣地域・協力園との連携と交流を推進する
・公開講座（保育研修会・保育研究発表会・音楽研究発表会等）の発展的展開を目指す
・「東京成徳ビジョン100」学科委員会の推進を図る

中 学 ・
高 等 学 校

・�高等部 S クラス（特進最上位）の設置および中高一貫部理数系科目の充実による生
徒の学力定着・伸長とそれによる進学実績の向上

・「自分を深める学習」の推進
・英語教育への取組み研究と実践（ネイティブ教員の活用）
・運動施設の確保整備（南グランド借用など）
・設備の更新（空調機など）
・防災への対応（総合体育館・非構造部材耐震工事、避難訓練・研修会の実施など）

深 谷 中 学・
高 等 学 校

・規範意識と規律ある生活態度の確立
・個に応じた進路指導を進路指導部長とコース主任の綿密な連携で実践
・外部講師等の活用による放課後講習で実力養成をはかり、大学合格実績に結びつける
・生徒による「授業評価」の満足度を上げ、ネットに公開できるように努める
・「教師の熱意」や「面倒見の良さ」を数値で示し、教育活動をアピールする
・互見授業や研究授業 ･ 研究協議を通して、指導力アップを図る
・同窓会 ･PTA、地域住民一体となった教育事業を展開する。
・奨学生 ･ 特待生（含むスポーツ特待生）基準の構造的見直し
・計画した具体的施策の実行と評価 ･ 改善及び計画したものの実行と評価・改善（PDCA サイクル）
・過去 2 年間の募集活動の反省をふまえた効果的な広報活動の展開
・深谷中学校開校に伴う諸規程の整備

幼 稚 園

・保護者対象講演会等の実施
・カリキュラムの見直し改善
・教員研修の実施
・防災への取組み実施（備品整備、避難訓練、研修など）
・課外教室での施設活用

第 二 幼 稚 園

・園内 ･ 園外研修の充実
・カリキュラムの見直し改善（給食・食育指導）
・英会話活動の定着
・近隣小学校との連携
・未就園児親子教室の充実

法 人 本 部

・「東京成徳ビジョン100」の策定
・短期大学に係る認証評価機関による評価の支援
・収益構造の改善の徹底、各部門への浸透
  （人件費見直し、予算執行管理の強化、遊休資産の活用・処分等）
・事務処理体制の見直し、効率化
・広報の見直し（パブリシティー体制の構築等）

平
成
26
年
度
事
業
計
画
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学園の動き

　

学
園
は
創
立
88
年
と
な
る
平
成
25
年

度
を
終
了
し
、
１
，
６
８
７
名
の
卒
業

生
を
送
り
出
し
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成

26
年
４
月
に
は
合
計
１
，
７
５
８
名
の

入
学
者
・
入
園
者
を
迎
え
、
平
成
26
年

度
の
学
生
・
生
徒
・
園
児
数
（
平
成
25

年
５
月
１
日
現
在
）
は
、
５
，
６
４
３
名

と
な
り
ま
し
た
。

　

高
等
教
育
部
門
に
お
い
て
実
施
し
た

主
要
な
施
策
は
、
以
下
の
通
り
で
す
。

①
大
学
は
創
立
20
周
年
を
迎
え
記
念
式

典
を
挙
行
し
ま
し
た
。
創
立
20
周
年
記

念
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
、
大

学
応
援
歌
、ス
ロ
ー
ガ
ン
の
公
募
を
行
い
。

大
学
応
援
歌
「
い
ざ
行
か
ん
」、
イ
メ
ー

ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
と
っ
く
ん
」、ス
ロ
ー

ガ
ン
「
Ｔ
（
共
に
）
Ｓ
（
ス
テ
ッ
プ
）
Ｕ

（
ア
ッ
プ
）
！
」
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

②
大
学
・
短
期
大
学
に
お
け
る
運
営
組

織
の
一
体
化
、
共
通
化
を
目
指
し
て
設
置

さ
れ
た
入
試
・
広
報
セ
ン
タ
ー
、
就
職

支
援
セ
ン
タ
ー
、
実
習
セ
ン
タ
ー
の
活
動

が
初
年
度
を
終
え
、
キ
ャ
ン
パ
ス
間
の
横

の
繋
が
り
、
教
職
員
の
連
携
が
強
化
さ

れ
、統
一
的
な
活
動
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

③
教
育
課
程
の
整
備
を
図
り
ま
し
た
。

人
文
学
部
、
応
用
心
理
学
部
で
は
平
成

25
年
度
入
学
生
か
ら
共
通
領
域
を
就
業

意
識
の
醸
成
か
ら
社
会
人
基
礎
力
の
向

上
を
意
図
し
た
教
育
課
程
に
改
革
し
、

短
期
大
学
で
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
検
討
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り
、
科
目
の
新
設
、
廃
止

を
行
な
い
ま
し
た
。

④
教
育
の
質
を
高
め
る
Ｆ
Ｄ
・
Ｓ
Ｄ
の
実

施
。
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
や
学
生
ア
ン
ケ
ー

ト
の
実
施
に
よ
り
授
業
の
質
や
学
生

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指
し
研
鑽
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
認
証
評
価
に

備
え
準
備
を
進
め
ま
し
た
。

　

中
等
教
育
部
門
で
は
、
私
学
の
中
高

一
貫
教
育
に
対
す
る
社
会
の
期
待
に
応

え
て
、
平
成
25
年
度
に
東
京
成
徳
大
学

深
谷
中
学
校
を
開
校
し
ま
し
た
。
ま
た
、

深
谷
高
校
は
創
立
50
周
年
を
迎
え
、
記

念
式
典
を
挙
行
し
ま
し
た
。
ま
た
、
各

校
で
は
自
習
室
の
整
備
や
校
舎
内
の
改

装
を
行
い
教
育
環
境
の
整
備
を
行
い
ま

し
た
。

　

法
人
で
は
「
平
成
21
〜
25
年
度
中
期

事
業
計
画
」
の
終
了
年
度
を
迎
え
「
平

成
26
年
か
ら
28
年
度
中
期
事
業
計
画
」

を
策
定
し
公
表
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
詳
し
く
は
東
京
成
徳
学
園
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご

覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w

w
.tokyoseitoku.ac.jp/

report/index.htm
l

学校法人東京成徳学園 平成 25 年度決算報告
資金収支計算書

（平成25年4月1日から平成26年3月31日まで）　　 （単位：千円）

収入の部
科　　　目 金　　額

学生生徒等納付金収入 4,269 ,142
手数料収入 111 ,756
寄付金収入 43,274
補助金収入 1,475 ,831
資産運用収入 9,704
資産売却収入 1,162
事業収入 9,476
雑収入 217 ,855
借入金等収入 2,641 ,200
前受金収入 891 ,309
その他の収入 334 ,987
資金収入調整勘定 △ 1,151 ,891
前年度繰越支払資金 3,562 ,024
収入の部合計 1 2 , 4 1 5 , 8 2 9

支出の部
科　　　目 金　　額

人件費支出 3,825 ,537
教育研究経費支出 1,074 ,264
管理経費支出 343 ,318
借入金等返済支出 800
施設関係支出 3,148 ,190
設備関係支出 101 ,713
資産運用支出 202
その他の支出 270 ,291
資金支出調整勘定 △ 232 ,847
次年度繰越支払資金 3,884 ,361
支出の部合計 1 2 , 4 1 5 , 8 2 9

消費収支計算書
（平成25年4月1日から平成26年3月31日まで）　　 （単位：千円）

消費収入の部
科　　　目 金　　額

学生生徒等納付金 4,269 ,142
手数料 111 ,756
寄付金 45,265
補助金 1,475 ,831
資産運用収入 9,205
資産売却差額 325
事業収入 9,475
雑収入 217 ,855
帰属収入合計 6 , 1 3 8 , 8 5 4

基本金組入額合計 △ 119 ,842
消費収入の部合計 6 , 0 1 9 , 0 1 2

消費支出の部
科　　　目 金　　額

人件費 3,830 ,276
教育研究経費 1,791 ,540
管理経費 413 ,003
資産処分差額 55,375
徴収不能額 7,675
消費支出の部合計 6,097 ,869
当年度消費支出超過額 7 8 , 8 5 7

前年度繰越消費支出超過額 9 , 3 3 9 , 6 9 9

翌年度繰越消費支出超過額 9 , 4 1 8 , 5 5 6

貸借対照表
（平成26年3月31日）　　　　　　　　　　　　　　  （単位：千円）

資産の部
科　　　目 金　　額

固定資産 45,612 ,022
　有形固定資産 42,335 ,860
　その他の固定資産 3,276 ,162
流動資産 4,263 ,382
資産の部合計 4 9 , 8 7 5 , 4 0 4

負債の部
科　　　目 金　　額

固定負債 3,220 ,912
流動負債 1,377 ,859
負債の部合計 4 , 5 9 8 , 7 7 1

基本金の部
科　　　目 金　　額

基本金 54,695 ,189
消費収支差額の部

科　　　目 金　　額
翌年度繰越消費支出超過額 9,418 ,556
　消費収支差額の部合計 △ 9,418 ,556
負債の部、基本金の部及び
消費収支差額の部合計 4 9 , 8 7 5 , 4 0 4

平
成
25
年
度
事
業
の
概
要
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ひと

ひ
と
『
活
躍
す
る
卒
業
生
』

中
学
・
高
等
学
校	

（
昭
和
40
年
卒
）

短
期
大
学
文
科
英
文
専
攻	

（
昭
和
42
年
卒
）

学
園
評
議
員
・
後
援
会
副
会
長
・

短
大
同
窓
会
桐
花
会
会
長

遠
藤 

洋
子
さ
ん

大
学
人
文
学
部
福
祉
心
理
学
科

（
現
応
用
心
理
学
部
福
祉
心
理
学
科
）	（
平
成
９
年
卒
）

病
院
勤
務　

遠
藤 
尚
良
さ
ん

お
二
人
揃
っ
て
１
期
生
で
す
。

　

来
年
創
立
90
周
年
を
迎
え
る
学
園
の

歴
史
に
お
い
て
親
子
で
卒
業
さ
れ
て
い

る
方
が
お
ら
れ
ま
す
。
今
回
は
、
親
子
と

も
に
短
期
大
学
と
大
学
の
１
期
生
に
な

ら
れ
た
卒
業
生
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

母
、
洋
子
さ
ん
は
中
学
・
高
校
を
卒
業

後
、
昭
和
40
年
に
開
学
し
た
短
期
大
学
の

１
期
生
。
ご
子
息
、
尚
良
さ
ん
は
平
成
５

年
に
開
学
し
た
大
学
の
１
期
生
で
す
。

Ｑ
．
入
学
の
動
機
は

洋
子
さ
ん
：
小
学
校
の
担
任
か
ら
私
立
女

子
中
学
校
を
薦
め
ら
れ
、
両
親
が
安
心
し

て
任
せ
ら
れ
る
学
校
と
い
う
こ
と
で
入

学
し
ま
し
た
。
当
時
は
制
服
の
採
寸
に
洋

品
店
の
方
が
自
宅
に
来
た
の
が
印
象
に

残
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学
校
で
は
木
内

四
郎
兵
衛
校
長
先
生
が
敷
地
に
お
住
ま

い
で
、通
学
さ
れ
る
秀
俊
先
生
（
学
園
長
）

に
よ
く
す
れ
ち
が
い
ま
し
た
。
遠
足
、
秋

の
文
化
祭
、
九
州
一
周
の
修
学
旅
行
な
ど

楽
し
か
っ
た
思
い
出
が
一
杯
で
す
。

　

私
は
英
語
が
大
好
き
で
、
英
語
部
に
入

り
英
語
劇
や
弁
論
大
会
、
放
課
後
は
英
語

学
校
に
通
い
、
中
１
か
ら
高
１
ま
で
毎
年

夏
休
み
の
１
ヶ
月
間
は
都
内
の
米
国
軍

人
宅
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
ま
し
た
。
英

語
の
日
記
を
奥
様
が
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
、
ご

主
人
が
校
閲
・
指
導
と
い
う
最
高
の
先
生

で
し
た
。
ご
夫
妻
に
子
ど
も
が
い
な
か
っ

た
か
ら
か
大
変
私
を
か
わ
い
が
っ
て
い

た
だ
き
、
基
地
に
映
画
を
見
に
連
れ
て
も

ら
っ
た
り
、
奥
様
は
ミ
シ
ン
で
洋
服
を

作
っ
て
く
だ
さ
っ
た
り
し
ま
し
た
。

　

大
学
進
学
は
教
頭
先
生
に
学
園
が
開

学
す
る
短
期
大
学
を
勧
め
ら
れ
入
学
し

ま
し
た
。
私
た
ち
１
期
生
は
英
文
39
名
、

国
文
25
名
と
い
う
学
生
数
で
し
た
が
、
入

学
式
後
は
保
護
者
・
教
員
を
交
え
た
昼
食

会
が
あ
り
、
お
頭
つ
き
の
鯛
・
お
赤
飯
を

い
た
だ
き
な
ご
や
か
な
雰
囲
気
で
し
た
。

大
好
き
な
英
語
を
頑
張
り
、
教
員
免
許
も

取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

尚
良
さ
ん
：
当
時
は
高
齢
化
問
題
に
つ
い

て
も
さ
ほ
ど
話
題
と
な
っ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
は
高
齢
化

が
加
速
し
世
界
一
の
長
寿
国
に
な
る
で

あ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
う
な
れ

ば
、
医
療
系
ま
た
は
福
祉
系
の
学
部
に
進

む
こ
と
が
よ
い
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
た
と
こ
ろ
母
の
母
校
が
千
葉
県
に
大

学
そ
し
て
福
祉
心
理
学
科
を
開
設
す
る

と
い
う
の
で
両
親
と
共
に
ま
だ
工
事
中

の
キ
ャ
ン
パ
ス
を
見
学
に
行
き
、
受
験
を

決
め
ま
し
た
。
父
と
い
っ
し
ょ
に
予
想
問

題
を
作
っ
て
勉
強
に
取
り
組
み
、
倍
率
30

倍
を
突
破
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

Ｑ
．
卒
業
後
は

洋
子
さ
ん
：
得
意
の
英
語
を
活
か
し
て
近

所
の
子
ど
も
に
英
語
を
教
え
、
そ
の
保
護

者
の
要
望
で
受
験
生
の
面
倒
迄
み
て
多

忙
な
日
々
で
し
た
。
唯
一
つ
の
自
慢
は
全

員
が
志
望
校
に
入
学
で
き
た
こ
と
で
す
。

　

卒
業
と
同
時
に
同
窓
会
桐
花
会
を
立

ち
上
げ
ま
し
た
が
、
一
時
期
活
動
が
停
滞

し
た
時
期
が
あ
り
ま
し
た
。
平
成
に
入
り

活
動
が
復
活
し
、
来
年
の
創
立
50
周
年
記

念
総
会
に
備
え
活
動
の
日
々
で
す
。

尚
良
さ
ん
：
４
年
生
の
時
、
知
人
の
紹
介

で
現
在
勤
務
す
る
院
長
を
訪
ね
た
所
、
気

に
入
っ
て
い
た
だ
き
、
卒
業
前
の
12
月
か

ら
勤
務
を
始
め
ま
し
た
。
私
は
様
々
な
人

か
ら
相
談
し
易
い
人
・
会
話
が
上
手
な
ど

と
言
わ
れ
ま
す
。
誰
に
も
負
け
な
い
だ
け

の
会
話
力
を
身
に
着
け
、
素
養
を
磨
い
て

き
た
努
力
を
評
価
し
て
い
た
だ
け
た
と

思
い
ま
す
。
卒
業
後
は
病
院
に
勤
め
な
が

ら
実
績
を
積
み
、
介
護
保
険
事
業
な
ど
の

立
ち
上
げ
を
経
験
し
、
数
多
く
の
事
業
所

を
任
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
責
任

と
い
う
重
圧
に
負
け
な
い
よ
う
に
日
々

勉
強
に
勤
し
ん
で
い
ま
す
。

Ｑ
．
後
輩
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

洋
子
さ
ん
：
一
芸
に
秀
い
で
、
他
に
負
け

な
い
も
の
が
あ
れ
ば
、
自
信
と
プ
ラ
イ
ド

が
つ
き
、
い
い
め
ぐ
り
合
い
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。

尚
良
さ
ん
：
将
来
の
就
職
な
ど
方
向
性
を

決
め
る
判
断
材
料
と
し
て
自
己
分
析
を

お
勧
め
し
ま
す
。
目
標
達
成
の
た
め
に
最

後
ま
で
諦
め
ず
、
誰
に
も
負
け
な
い
も
の

を
身
に
つ
け
て
社
会
貢
献
し
て
い
た
だ

け
る
こ
と
を
心
よ
り
応
援
し
て
い
ま
す
。
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東京成徳学園の歩み④

東
京
成
徳
大
学
の
誕
生

　

第
４
期
総
合
計
画
（
昭
和
61
年
〜
平
成

７
年
）
で
は
21
世
紀
の
教
育
に
ふ
さ
わ
し

い
環
境
づ
く
り
へ
の
注
力
が
計
画
さ
れ

る
と
と
も
に
４
年
制
大
学
設
置
構
想
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
時
の
法
に
よ
る
制
限
の
中
、
場
所
の

選
定
な
ど
の
幾
多
の
困
難
が
あ
り
ま
し

た
が
そ
れ
ら
を
乗
り
越
え
、
平
成
５
年
男

女
共
学
校
と
し
て
大
学
が
開
学
し
ま
し

た
。
４
万
坪
近
い
緑
の
中
に
キ
ャ
ン
パ
ス

が
あ
り
、
フ
ォ
ー
マ
ル
と
カ
ジ
ュ
ア
ル
と

い
う
性
格
を
持
た
せ
た
45
度
の
ず
れ
を

持
つ
２
つ
の
広
場
を
中
心
に
主
要
６
棟

が
配
置
・
構
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
共
生
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を

教
育
理
念
と
し
、
人
文
学
部
の
日
本
語
・

日
本
文
化
学
科
、
英
語
・
英
米
文
化
学
科
、

福
祉
心
理
学
科
の
３
学
科
で
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
初
年
度
の
志
願
者
は
３
，

０
０
０
人
を
超
え
、
平
均
競
争
率
は
15.1
倍

と
な
り
ま
し
た
。
特
に
福
祉
学
と
心
理
学

を
統
合
し
新
し
い
人
間
科
学
の
確
立
を

目
指
し
た
福
祉
心
裡
学
科
は
30
倍
を
超

す
難
関
で
し
た
。
木
内
四
郎
兵
衛
学
長
は

「
21
世
紀
へ
向
け
、
情
報
化
、
国
際
化
、

高
齢
化
に
対
応
で
き
る
人
材
を
育
成
し

た
い
。
語
学
だ
け
で
は
な
く
品
性
、
自
己

表
現
力
を
備
え
た
人
間
教
育
を
目
指
す
」

と
目
標
を
明
確
に
掲
げ
ら
れ
、
学
生
に
は

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
養
成
と

そ
の
背
景
を
な
す
文
化
、
特
に
自
国
文
化

の
充
分
な
理
解
の
上
で
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
を
確
立
し
発
信
型
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
養
成
が
大
切
で
あ

る
」
と
式
辞
で
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
定
員
変
更
や
教
職
課
程
の
充

実
、
海
外
研
修
の
実
施
な
ど
教
育
の
充
実

を
図
り
ま
し
た
。

　

平
成
10
年
に
は
大
学
院
を
開
設
。
平
成

12
年
の
臨
床
心
理
学
科
開
設
と
同
時
に

大
学
院
は
昼
夜
開
校
、
社
会
人
学
生
の
利

便
性
を
考
え
現
在
の
北
区
王
子
の
地
に

移
動
し
ま
し
た
。

十
条
台
キ
ャ
ン
パ
ス
隣
地
取
得

　

短
期
大
学
で
は
平
成
５
年
に
木
内
秀

俊
学
長
が
就
任
し
ま
し
た
。

　

キ
ャ
ン
パ
ス
は
１
号
館
〜
５
号
館
ま

で
の
校
舎
を
有
し
て
い
ま
し
た
が
３
号

館
と
５
号
館
は
敷
地
が
繋
が
っ
て
お
ら

ず
、
学
生
は
公
道
を
通
っ
て
移
動
を
し
て

い
ま
し
た
。
非
常
に
不
便
な
為
、
間
に
広

が
る
土
地
の
譲
渡
を
所
有
者
に
お
願
い

し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
突
然
マ
ン

シ
ョ
ン
建
設
計
画
が
起
こ
り
、
こ
れ
は
一

大
事
と
所
有
者
に
交
渉
し
、
鎌
田
副
学
長

の
多
大
な
ご
尽
力
で
首
尾
よ
く
平
成
６

年
に
１
２
・
３
２
０
㎡
の
敷
地
が
取
得
で

き
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
十
条
台
キ
ャ
ン

パ
ス
は
一
体
化
さ
れ
、
学
園
の
将
来
構
想

へ
の
敷
地
余
裕
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

平
成
７
年
、
短
期
大
学
30
周
年
記
念
式

典
、
都
内
の
ホ
テ
ル
に
お
い
て
学
園
創
立

70
周
年
感
謝
の
会
を
盛
大
に
挙
行
し
ま

し
た
。

中
高
一
貫
部
校
舎
の
建
設

　

平
成
９
年
末
に
完
成
し
た
校
舎
の
建

築
に
つ
い
て
は
都
市
部
の
建
築
に
は
規

制
も
多
く
、
着
工
が
１
年
遅
れ
ま
し
た
。

こ
の
新
校
舎
の
外
観
は
年
代
を
経
て
風

格
が
す
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
、
内
部
は
中
高
生

が
生
活
で
き
る
の
に
開
放
的
な
空
間
と
、

「
伝
統
と
先
進
性
の
両
立
」
と
い
う
コ
ン

セ
プ
ト
の
も
と
、
21
世
紀
の
教
育
の
在
り

方
を
問
う
よ
う
細
心
の
設
計
が
な
さ
れ

ま
し
た
。
特
に
生
徒
が
活
動
し
や
す
く
、

心
地
よ
い
環
境
に
つ
い
て
は
限
ら
れ
た

敷
地
・
校
舎
の
中
で
生
徒
の
動
線
を
考

え
、
生
徒
の
立
場
に
た
っ
て
文
化
的
空

間
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ゾ
ー
ン
や
和

風
・
洋
風
の
屋
上
庭
園
な
ど
細
や
か
な
配

慮
が
随
所
に
な
さ
れ
、
最
新
の
教
育
設
備

が
備
え
ら
れ
ま
し
た
。
図
書
室
が
１
階
に

あ
る
の
も
生
徒
の
利
便
を
考
慮
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
生
徒
の
安
全
の
た
め
都
内

の
学
校
の
中
で
も
特
に
優
れ
た
防
災
機

能
を
備
え
た
も
の
で
し
た
。

東
京
成
徳
学
園
の
歩
み
④ 

―
大
学
の
開
学
か
ら
学
園
創
立
80
周
年
ま
で
―

第四代理事長　木内秀俊先生大学八千代キャンパス配置図（開学時）
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東京成徳学園の歩み④

80
周
年
に
向
け
て

高
等
教
育
部
門
の
充
実
・
強
化

　

平
成
10
年
に
大
学
院
心
理
学
研
究
科
を

開
設
、
同
11
年
短
期
大
学
専
攻
科
に
幼
児

教
育
専
攻
設
置
。
同
12
年
は
大
学
人
文
学

部
に
臨
床
心
理
学
科
を
開
設
し
、
短
期
大

学
文
科
国
文
専
攻
及
び
英
文
専
攻
を
言
語

文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
科
日
本
語
文

化
専
攻
及
び
英
語
文
化
専
攻
に
変
更
し
ま

し
た
。

　

平
成
13
年
に
短
期
大
学
で
は
35
年
ぶ
り

に
新
学
科
と
な
る
、
心
理
学
と
ビ
ジ
ネ
ス

の
融
合
を
目
指
し
た
、
日
本
で
初
め
て
の

ユ
ニ
ー
ク
な
ビ
ジ
ネ
ス
心
理
科
を
開
設
。

大
学
も
「
日
本
語
・
日
本
文
化
学
科
」・「
英

語
・
英
米
文
化
学
科
」
を
発
展
的
に
解
消

し
、
日
本
人
の
心
を
学
ぶ
「
日
本
伝
統
文

化
学
科
」、
国
際
人
と
し
て
の
教
養
を
身

に
つ
け
る
「
国
際
言
語
文
化
学
科
」（
英

米
文
化
専
攻
・
ア
ジ
ア
言
語
文
化
専
攻
）

と
改
組
。
激
変
す
る
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
即

応
す
べ
く
、
矢
継
ぎ
早
に
各
部
門
の
強
化

を
企
図
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
年
発
表
さ
れ
た
、
第
５
期
学
園
総

合
計
画
で
は
、深
谷
高
の
体
育
館
・
音
楽
室
・

美
術
室
の
建
設
と
短
期
大
学
の
十
条
台

キ
ャ
ン
パ
ス
に
図
書
館
・
研
究
棟
・
講
義
室
・

事
務
室
な
ど
校
舎
建
設
に
つ
い
て
示
さ
れ

ま
し
た
。
平
成
14
年
に
は
深
谷
高
等
学
校

40
周
年
記
念
式
典
が
挙
行
さ
れ
、
念
願
の

総
合
体
育
館
「
Ｆ
ア
リ
ー
ナ
」
が
完
成
。

十
条
台
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
新
校
舎
８
号
館
・

９
号
館
が
竣
工
し
、木
内
秀
俊
学
長
は
「
現

在
、
短
期
大
学
の
発
展
と
し
て
４
年
制
大

学
の
新
学
部
子
ど
も
学
部
の
設
置
が
検
討

さ
れ
て
い
る
。
今
後
と
も
高
等
教
育
の
変

化
に
対
応
し
、
短
期
大
学
・
４
年
制
大
学

が
併
存
し
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
的
使

命
を
果
た
し
て
い
け
る
よ
う
な
キ
ャ
ン
パ

ス
に
育
て
た
い
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
15
年
は
大
学
開
学
10
周
年
記
念
講

演
会
、
短
期
大
学
附
属
幼
稚
園
創
立
50
周

年
式
典
が
挙
行
さ
れ
、
翌
16
年
に
は
十
条

台
キ
ャ
ン
パ
ス
に
「
子
ど
も
学
部
子
ど
も

学
科
」
が
開
設
さ
れ
、
十
条
台
キ
ャ
ン
パ

ス
は
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
と
し
て
の
機
能
も

担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
短
期

大
学
幼
児
教
育
科
及
び
ビ
ジ
ネ
ス
心
理
科

も
男
女
共
学
化
を
実
施
し
、
キ
ャ
ン
パ
ス

に
男
子
学
生
の
姿
を
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

平
成
17
年
、
学
園
は
創
立
80
周
年
を
迎

え
、
盛
大
に
式
典
を
催
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
こ
の
年
９
月
木
内
四
郎
兵
衛
理
事
長

は
勇
退
さ
れ
、
理
事
長
の
も
と
こ
れ
ま
で

の
事
業
を
牽
引
さ
れ
て
き
た
木
内
秀
俊
副

理
事
長
が
第
４
代
理
事
長
な
ら
び
に
大
学

学
長
に
就
任
さ
れ
、
木
内
秀
樹
理
事
が
常

務
理
事
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。（

つ
づ
く
）

創立 80 周年記念式典・祝賀会
学生サークルによる和太鼓披露

中高一貫部校舎

高校バトントワリング部の活躍

新規取得校地

5 号館

7号館（学生会館）

3号館1号館2号館4号館

十条台キャンパス配置図（平成７年当時）

埼京線「十条」駅
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進路　進学・就職

東
京
成
徳
大
学
高
校

　

平
成
25
年
度
の
卒
業
生
471
名
の
う
ち
、

進
学
者
は
434
名
、
約
92
％
で
し
た
。
そ
の

内
訳
は
、
大
学
390
名
、
短
大
15
名
、
専
門

学
校
29
名
で
す
。
昨
年
度
に
比
べ
進
学
状

況
は
７
％
向
上
し
ま
し
た
。
特
に
大
学
進

学
率
は
、
全
体
の
83
％
と
な
り
、
本
校
初

の
８
割
超
を
達
成
し
ま
し
た
。
ま
た
、
来

年
度
か
ら
新
課
程
入
試
が
始
ま
る
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
浪
人
の
発
生
率
も
７
割

減
の
34
名
（
7.2
％
）
と
昨
年
の
半
分
近
く

と
し
ま
し
た
。

〈
国
公
立
大
学
に
つ
い
て
〉

　

今
年
度
の
国
公
立
大
学
入
試
は
、
昨
年

度
の
セ
ン
タ
ー
試
験
難
化
の
反
動
と
、
来

年
度
か
ら
の
新
課
程
入
試
の
影
響
で
、
全

般
的
に
易
化
す
る
も
の
と
思
わ
れ
て
い

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
国
語
は
昨
年
度
に

引
き
続
き
平
均
点
が
50
％
を
切
り
、
さ
ら

に
公
民
や
地
学
で
も
平
均
点
が
下
が
る

な
ど
、
若
干
の
文
系
難
化
傾
向
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
理
系
は
昨
今
の
人
気
が
続

く
中
で
倍
率
と
レ
ベ
ル
が
上
が
る
難
化

が
進
み
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
在

籍
数
が
昨
年
度
よ
り
80
名
ほ
ど
少
な
い

今
年
の
生
徒
た
ち
は
、
47
件
の
国
公
立
合

格
を
勝
ち
得
ま
し
た
。
進
学
先
の
大
学

も
、
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
広
が
り
、
国

公
立
受
験
は
全
国
区
で
あ
る
と
い
う
認

識
が
定
着
し
て
き
た
よ
う
で
し
た
。

〈
私
立
大
学
に
つ
い
て
〉

　

全
体
的
に
は
、
セ
ン
タ
ー
試
験
の
文
系

難
化
は
さ
ほ
ど
私
大
型
の
受
験
に
は
影

響
を
及
ぼ
さ
ず
、
割
と
平
穏
な
受
験
状
況

と
な
っ
た
よ
う
で
し
た
。
前
項
に
あ
る
と

お
り
、
25
年
度
生
は
在
籍
が
少
な
い
こ
と

か
ら
、
合
格
述
べ
件
数
は
昨
年
を
下
回
る

も
の
と
予
想
し
て
い
ま
し
た
が
、
結
果
的

に
は
昨
年
度
よ
り
170
件
ほ
ど
多
い
大
学

合
格
件
数
が
得
ら
れ
ま
し
た
。
早
慶
上
理

は
35
名
、
Ｇ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｈ
は
大
幅
61
名
増

の
192
名
、
文
系
難
関
（
成
蹊
・
成
城
・
武

蔵
・
明
治
学
院
・
國
學
院
・
獨
協
）
は
27

名
増
の
109
名
、
日
東
駒
専
は
201
名
と
大
健

闘
し
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
度
大
き
く
落

ち
込
ん
だ
理
系
難
関
（
北
里
・
東
邦
・
芝

浦
工
業
・
東
京
農
業
・
東
京
都
市
・
東
京

電
機
）
は
76
名
と
一
昨
年
並
に
回
復
し
ま

し
た
。
少
人
数
な
が
ら
も
大
健
闘
を
し
た

先
輩
た
ち
を
見
本
と
し
て
、
下
級
生
に
も

頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

東
京
成
徳
大
学
深
谷
高
校

　

平
成
25
年
度
卒
業
生
295
名
の
進
路
状

況
で
す
が
、
大
学
176
名
、
短
大
28
名
、
専

門
学
校
63
名
、
就
職
14
名
、
浪
人
そ
の
他

は
16
名
で
し
た
。
昨
年
度
の
特
徴
と
し
て

ま
ず
就
職
希
望
者
の
数
が
増
え
た
こ
と

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
こ
数
年
、
５
名
程

度
だ
っ
た
の
が
一
気
に
増
え
ま
し
た
。
昨

今
の
経
済
情
勢
が
影
響
し
て
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
も
う
一
つ
の
特
徴
は
、
進

学
コ
ー
ス
の
大
学
進
学
の
割
合
が
男
女

で
大
き
く
違
っ
た
こ
と
で
す
。
進
学
コ
ー

ス
男
子
85
名
の
う
ち
72
名
、
約
85
％
の
生

徒
が
大
学
進
学
を
果
た
し
ま
し
た
が
、
女

子
は
４
割
強
と
な
り
ま
し
た
。
評
定
平
均

値
は
男
子
の
方
が
全
般
的
に
低
か
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
の
よ
う
な
結
果
に

な
っ
た
の
は
、
保
護
者
の
進
学
に
対
す
る

意
識
が
少
な
か
ら
ず
反
映
し
て
い
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
進
学
コ
ー
ス
は
推
薦
で
の
大
学

進
学
を
う
た
っ
て
い
ま
す
。
従
っ
て
ほ
と

ん
ど
の
生
徒
が
Ａ
Ｏ
入
試
や
推
薦
入
試

で
進
学
し
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
数
年
、
指

定
校
推
薦
で
進
学
す
る
生
徒
の
割
合
が

増
加
し
て
き
ま
し
た
。
昨
年
度
は
大
学
短

大
へ
進
学
し
た
進
学
コ
ー
ス
在
籍
者
の

う
ち
、
65
％
に
あ
た
る
生
徒
が
指
定
校
推

薦
で
進
学
し
て
い
ま
す
。
指
定
校
推
薦
は

「
安
心
し
て
」
受
験
で
き
る
と
い
う
点
で

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
が
、
一
方
で
安
易

な
学
校
選
択
に
流
さ
れ
る
面
も
あ
り
ま

す
。
従
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
進
路
決
定
を

さ
せ
な
い
指
導
「
目
的
意
識
を
し
っ
か
り

と
持
っ
て
進
路
選
択
を
さ
せ
る
指
導
」
を

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
一
般
入
試
で
進
学
を
目
指
す

進
学
選
抜
・
特
進
・
特
進
選
抜
に
つ
い
て

も
言
え
る
こ
と
で
す
。
学
習
動
機
が
不
明

確
で
は
学
習
に
も
身
が
入
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
納
得
に
い
く
進
学
を
し
た
生
徒
は
強

い
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
持
っ
て
い
ま
し

た
。
今
年
度
は
そ
の
よ
う
な
面
に
も
力
を

入
れ
た
指
導
を
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

進
路　
進
学
・
就
職

平成 25 年度合格実績（浪人含む）

国公立大学（準大学含む）	 47 名
北海道大学　筑波大学　お茶の水女子大学
東京外国語大学　電気通信大学　東京農工大学
千葉大学　横浜国立大学　埼玉大学　群馬大学
新潟大学　首都大学東京　防衛大学校 など

難関私立大学	 220 名
早稲田大学　慶應大学　上智大学　東京理科大学
明治大学　青山学院大学　法政大学　中央大学
立教大学 など

その他私立大学	 996 名

東京成徳大学	 17 名

東京成徳短期大学	 6 名

その他短期大学	 16 名

平成 25 年度合格実績（浪人含む）

国公立大学（準大学含む）	 8 名
埼玉大学　群馬大学
高崎経済大学　群馬県立女子大学

私立大学	 329 名
早稲田大学　明治大学　立教大学
法政大学　立命館大学　成蹊大学
成城大学　國學院大学 など

東京成徳大学	 3 名

東京成徳短期大学	 2 名

その他短期大学	 28 名
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進路　進学・就職

大
学
・
短
期
大
学

　

全
学
的
か
つ
組
織
的
な
学
生
の
就
職

支
援
を
目
的
と
し
て
、
就
職
支
援
セ
ン

タ
ー
が
発
足
し
て
１
年
半
が
た
ち
ま
し

た
。
そ
の
間
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
効
果
も
あ

り
全
体
的
に
就
職
の
環
境
は
い
く
ら
か

改
善
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
し
か
し
な
が

ら
企
業
側
は
ま
だ
ま
だ
厳
選
採
用
の
姿

勢
は
変
わ
ら
ず
、
一
人
ひ
と
り
の
学
生
が

真
剣
に
就
活
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り

内
定
を
勝
ち
取
っ
て
い
る
の
が
実
情
で
、

楽
な
就
活
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
学
・
短

大
に
お
い
て
学
生
と
進
路
の
担
当
者
、
担

当
教
員
と
の
個
別
面
談
が
実
施
さ
れ
、
各

人
の
希
望
に
沿
っ
た
進
路
を
実
現
す
べ

く
、
セ
ン
タ
ー
と
し
て
支
援
を
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
東
京
商
工
会
議
所
、
千
葉
県

経
営
者
協
会
、
八
千
代
市
商
工
会
議
所
、

千
葉
県
中
小
企
業
家
同
友
会
な
ど
と
連

携
し
地
域
の
優
良
求
人
の
開
拓
に
引
き

続
き
力
を
注
い
で
い
き
ま
す
。

平
成
25
年
度
の
卒
業
生
報
告

子
ど
も
学
部

　

就
職
希
望
者
す
べ
て
が
就
職
（
進
学
）

を
決
め
て
卒
業
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

例
年
通
り
保
育
所
や
幼
稚
園
に
80
％
程
度

決
定
し
、
う
ち
半
数
以
上
の
学
生
が
公
立

の
保
育
園
・
幼
稚
園
に
就
職
を
決
め
て
い

ま
す
。
そ
の
他
、一
般
企
業
（
㈱
ナ
ル
ミ
ヤ
・

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
ど
の
子
ど
も
関

連
企
業
や
㈱
Ｊ
Ｔ
Ｂ
首
都
圏
等
）
に
就
職

す
る
学
生
が
20
％
程
度
で
し
た
。

経
営
学
部

　

学
部
２
回
目
の
卒
業
生
と
な
る
今
年

度
は
、
昨
年
度
と
比
較
し
て
大
幅
に
就
職

決
定
率
を
改
善
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
（
就
職
決
定
率
86.9
％
）。
こ
れ
は
、
教

職
員
が
連
携
し
な
が
ら
学
生
を
フ
ォ

ロ
ー
し
、
共
に
健
闘
し
た
成
果
で
す
。
就

職
先
も
「
自
己
分
析
」
と
「
業
界
・
企
業

研
究
」
等
正
し
い
就
活
プ
ロ
セ
ス
を
経
て

い
る
こ
と
に
よ
り
、
学
生
が
納
得
し
た
就

職
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

人
文
学
部

　

今
年
度
の
卒
業
生
は
積
極
的
に
就
活

に
取
り
組
み
、
そ
の
結
果
、
観
光
文
化
学

科
は
就
職
決
定
率
が
100
％
、
国
際
言
語
文

化
学
科
も
76
％
と
例
年
以
上
の
高
い
水

準
と
な
り
ま
し
た
。
決
定
先
を
み
て
も
近

畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
㈱
、
ス
カ
イ
マ
ー
ク

㈱
、
Ａ
Ｎ
Ａ
エ
ア
ポ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
㈱
等

の
人
気
企
業
を
は
じ
め
上
場
企
業
へ
の

決
定
者
も
多
数
い
て
全
体
的
に
達
成
感

の
あ
る
卒
業
生
が
多
か
っ
た
よ
う
に
感

じ
ま
す
。

応
用
心
理
学
部

　

り
そ
な
銀
行
グ
ル
ー
プ
や
東
光
電
気

工
事
㈱
、
ミ
サ
ワ
ホ
ー
ム
な
ど
大
手
の
企

業
へ
の
進
路
決
定
者
が
い
る
一
方
、
山
武

市
農
業
協
同
組
合
や
東
京
東
信
用
金
庫
、

Ｊ
Ａ
か
と
り
な
ど
地
元
志
向
の
就
職
を

し
た
卒
業
生
が
多
い
の
が
特
徴
で
し
た
。

福
祉
心
理
学
科
で
は
例
年
同
様
医
療
福

祉
関
係
が
多
く
約
58
％
の
学
生
が
進
ん

で
い
ま
す
。
臨
床
心
理
学
科
で
は
、
東
京

成
徳
大
学
大
学
院
、
筑
波
大
学
大
学
院
に

合
計
10
人
の
学
生
が
進
学
し
ま
し
た
。

短
期
大
学

　

学
生
の
進
路
意
識
も
明
確
で
あ
り
、

「
社
会
で
使
え
る
能
力
」
を
育
成
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
幼
稚
園
・
保
育
園
を
中
心

に
98.3
％
と
例
年
通
り
高
い
就
職
決
定
率

と
な
り
ま
し
た
。〔

就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
〕

主な就職先と決定率
学部 学科 進路決定率 就職決定率 主な就職先

大
学

子
ど
も
学
部

子ども学科 94.2% 99.0%
幼稚園、保育所、施設等、日本赤十字社＜病院＞、（株）JTB 首都圏＜旅行＞、

（株）アパマンショップ＜不動産＞、（株）ジェイアイエヌ＜小売＞
（株）ナルミヤ・インターナショナル＜小売＞、茨城県坂東市＜公務＞

経
営
学
部

経営学科 85.9% 86.9%
大竹建窓（株）＜建設＞、ＹＫＫ ＡＰ（株）＜製造＞

（株）クロスカンパニー＜製造＞、（株）三栄水栓製作所＜製造＞
日本生活協同組合連合会＜小売＞、（株）目黒雅叙園＜婚礼サービス＞

人
文
学
部

日本伝統文化学科 57.1% 75.0%

（株）ソフエル＜情報通信・事務＞、（株）トラストシステム＜情報通信・SE ＞
（株）いつ和＜呉服・販売＞、（株）コノエ＜呉服・販売＞
（株）リエイ< 生活サービス・介護 >、（福）創志会＜福祉・事務＞
ハウスコム（株）＜不動産・営業＞、県立高等学校＜公務・講師＞

国際言語文化学科 76.2% 100.0%

スカイマーク（株）＜運輸・グランドスタッフ＞
ＡＮＡエアポートサービス（株）＜運輸・グランドスタッフ＞

（株）ナルミヤ・インターナショナル＜アパレル・店舗運営＞
（株）ホテル一井＜ホテル・総合職＞、（株）ヨドバシカメラ＜小売・総合職＞

観光文化学科 100.0% 100.0%

近畿日本ツーリスト（株）＜旅行・サービス＞
（株）ツーリストエキスパーツ＜添乗員・サービス＞
東京成徳学園＜学校教育・一般事務＞、（株）エイブル＜不動産・営業＞

（株）ジャパンビバレッジホールディングス＜小売・営業＞
中原証券（株）＜金融・総合職＞

応
用
心
理
学
部

福祉心理学科 83.3% 95.8%

（福）鳳雄会＜児童養護施設・支援員＞、（医）静和会＜病院・精神保健福祉士＞
（福）武蔵野会＜福祉施設・支援員＞、（福）慶美会＜福祉施設・支援員＞
（株）セントケア・ホールディング＜生活サービス・総合職＞
児童相談所＜公務・相談＞、上越教育大学大学院

臨床心理学科 70.0% 82.5%

（医）龍岡会＜病院・ソーシャルワーカー＞、（医）昌医会＜病院・事務＞
（福）賛育会＜福祉・支援員＞、（株）ライフコーポレーション＜小売・総合職＞
東光電気工事（株）＜建設・事務＞、児童相談所筑波大学大学院
東京成徳大学大学院

健康・スポーツ心理学科 82.7% 93.5%

（株）オンワード樫山＜アパレル・販売＞、（株）ロンドンスポーツ＜小売・販売＞
千葉トヨペット（株）＜小売・事務＞、（株）エポックスポーツクラブ＜フィットネス・サービス＞
りそなグループ＜金融・事務＞、ミサワホーム東関東（株）＜住宅・営業＞
陸上自衛隊＜公務・保安＞

短
大 幼児教育科 93.7% 98.3% 幼稚園、保育所等、認定子ども園・複合施設、施設等

進路決定率＝就職・進学者÷卒業者
就職決定率＝就職者÷就職希望者
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先
日
、
大
学
院
で
は
大
学
院
紀
要
の
製

作
が
終
了
し
、
執
筆
者
等
に
完
成
品
が
配

布
さ
れ
ま
し
た
。
大
学
院
紀
要
は
我
々
研

究
者
に
と
っ
て
自
身
の
研
究
を
社
会
に

対
し
て
報
告
す
る
貴
重
な
媒
体
の
一
つ

で
す
。
今
回
は
そ
の
紀
要
に
関
し
て
、
新

し
い
試
み
と
し
て
「
電
子
化
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
の
で
ご
報
告
致
し
ま
す
。

　

昨
今
は
研
究
報
告
の
方
法
と
し
て
、
論

文
の
電
子
化
と
ウ
ェ
ブ
上
で
の
公
開
と

い
う
２
つ
が
急
速
に
進
ん
で
い
ま
す
。

「
オ
ン
ラ
イ
ン
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
と
呼
ば
れ

る
も
の
で
、
論
文
原
稿
をP

D
F

フ
ァ
イ

ル
形
式
で
配
布
す
る
に
留
ま
ら
ず
、
図
表

も
含
め
て
誰
も
が
読
む
こ
と
が
で
き
る

よ
う
にW

eb

・H
T

M
L

形
式
で
公
開
さ

れ
る
こ
と
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

そ
れ
ら
は
文
字
情
報
が
保
存
・
公
開
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
検
索
性
に
富
み
、
現
在

の
研
究
が
進
め
ら
れ
る
速
度
や
先
行
研

究
の
発
見
に
多
い
に
資
し
て
い
ま
す
（
個

人
的
に
は
、
今
に
至
っ
て
は
こ
れ
ら
無
し

に
研
究
は
進
み
ま
せ
ん
）。
加
え
て
、
そ

れ
ら
は
近
年
爆
発
的
に
普
及
し
て
い
る

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
も
容

易
に
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
回
の
電
子
化
は
そ
の
流
れ
に
沿
う

も
の
と
言
え
、
自
身
の
研
究
成
果
を
一
般

の
方
々
含
め
た
多
く
の
方
に
読
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
に
な
る
こ
と
か
ら
、
社
会

貢
献
に
繋
が
っ
て
行
く
と
思
わ
れ
ま
す
。

研
究
者
と
し
て
こ
ん
な
に
嬉
し
い
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
よ
り
良
い

方
法
を
模
索
し
て
い
き
た
い
と
教
員
一

同
考
え
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
大
学
院
紀
要
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
載
せ
て
お
き
ま
す
。

本
記
事
の
執
筆
段
階
で
は
ま
だ
完
成
は

し
て
い
ま
せ
ん
が
、

遠
か
ら
ず
論
文
も

公
開
さ
れ
る
と
思

わ
れ
ま
す
。
ご
一

読
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

子
ど
も
学
部

子
ど
も
学
と
は
（
リ
レ
ー
掲
載
⑯
）

准
教
授 

石
黒 
万
里
子

　

子
ど
も
の
頃
、
先
生
か
ら
「
大
人
に

な
っ
た
ら
何
に
な
り
た
い
？
」
と
質
問
さ

れ
る
の
が
苦
手
だ
っ
た
。
自
分
の
母
親
も

友
人
た
ち
の
母
親
も
ほ
と
ん
ど
が
専
業

主
婦
で
、
女
子
の
将
来
の
選
択
肢
は
極
め

て
限
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
と
い

う
客
観
的
事
実
に
気
づ
か
な
い
フ
リ
を

し
て
、「
自
由
に
」
夢
を
語
る
こ
と
を
期

待
さ
れ
る
状
況
に
、
な
ん
と
も
い
え
な
い

居
心
地
の
悪
さ
を
覚
え
た
。

　

子
ど
も
は
真
空
状
態
で
育
つ
の
で
は

な
く
、
そ
の
社
会
の
大
人
の
期
待
の
中
で

成
長
す
る
。
子
ど
も
に
対
し
て
行
使
さ
れ

る
強
制
力
を
、
絶
対
悪
と
し
て
排
除
す
る

の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
大
人
の
期
待
と
い

う
強
制
力
を
大
人
自
身
が
自
覚
す
る
こ

と
を
促
し
、
こ
れ
か
ら
の
子
ど
も
と
大
人

の
関
係
を
考
え
る
。
子
ど
も
学
は
、
そ
う

し
た
刺
激
的
な
学
問
だ
と
考
え
て
い
る
。

私
た
ち
が
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
る

子
ど
も
の
「
本
来
の
姿
」
や
「
自
然
な
育

ち
」
と
さ
れ
る
も
の
多
く
が
、
近
代
と
い

う
特
殊
事
情
の
中
で
構
築
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
こ
と
が
、
多
く
の
先
行
研
究
で
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
正
解
と
し
て

の
子
ど
も
像
に
頼
る
こ
と
を
諦
め
、
流
動

的
で
曖
昧
な
輪
郭
を
も
つ
存
在
と
し
て

の
「
子
ど
も
」
に
様
々
な
視
点
か
ら
ア
プ

ロ
ー
チ
す
る
こ
と
、
子
ど
も
学
の
魅
力
は

そ
こ
に
あ
る
と
思
う
。

経
営
学
部

２
年
目
を
む
か
え
た

　
　
　
　

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス

　

経
営
学
部
に
立
ち
上
げ
ら
れ
た

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
分
野
の
学
び

は
２
年
目
を
む
か
え
、
現
在
１
、２
年
生

合
わ
せ
て
30
名
以
上
が
熱
心
に
勉
強
し

て
い
ま
す
。
将
来
は
自
ら
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

ブ
ラ
ン
ド
を
立
ち
上
げ
た
り
、
あ
る
い
は

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
関
連
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
を
目
指
し
た
り
と
、
い
ず
れ
も
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
関
連
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
身
を
置
き

た
い
と
い
う
強
い
意
気
込
み
で
入
学
し

て
き
た
学
生
た
ち
だ
け
に
、
講
義
を
受
け

る
ス
タ
ン
ス
も
大
変
積
極
的
で
す
。
１
、

２
年
生
で
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス

の
基
礎
を
学
び
、
３
年
生
に
な
る
と
実
際

に
衣
服
を
作
る
な
ど
よ
り
実
践
的
な
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
も
組
み
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

経
営
学
の
理
論
と
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
融

合
し
た
形
で
学
べ
る
こ
と
が
、
経
営
学
部

に
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
が
設
け
ら

れ
て
い
る
大
き
な
意
義
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
と
い
う
こ
と

ば
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
い
ま
日
本
独

自
の
文
化
が
世
界
の
注
目
を
集
め
て
い

ま
す
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
も
そ
の
代
表
で
、

そ
の
注
目
度
は
ま
す
ま
す
高
ま
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
数
年
後
に
は
本
学
で

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
を
学
ん
だ
学

生
た
ち
が
、
ア
パ
レ
ル
企
業
や
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
ブ
ラ
ン
ド
で
様
々
な
仕
事
に
つ

き
、
最
前
線
で
活
躍
を
始
め
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
で
学

ぶ
学
生
の
未
来
を
大
い
に
期
待
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

大
学
院

大
学　

十
条
台
キ
ャ
ン
パ
ス
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伝
統
装
束
の
着
付
け
で
日
本
全
国
へ

東
京
成
徳
大
学
装
束
班

　

日
本
伝
統

文
化
学
科
４

年
生
の
三
田

百
合
菜
さ
ん
、

白
石
光
さ
ん
、

安
田
達
弘
さ

ん
を
は
じ
め

と
す
る
「
装

束
班
」
は
、

日
本
全
国
の
祭
礼
や
行
事
に
呼
ば
れ
て
、

伝
統
装
束
の
着
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

学
科
で
は
、「
体
験
学
習
」
を
教
育
の

柱
の
一
つ
と
し
て
お
り
、
特
に
十
二
単
や

束
帯
な
ど
の
平
安
装
束
の
着
装
に
力
を
入

れ
て
お
り
、専
門
の
授
業
「
伝
統
文
化
（
装

束
）」
で
ま
ず
み
っ
ち
り
と
基
礎
を
学
ん

で
か
ら
、
小
学
校
や
大
学
で
行
わ
れ
る
着

装
体
験
に
て
経
験
を
積
み
、
さ
ら
に
実
際

の
お
祭
り
の
現
場
に
出
て
、
あ
ら
ゆ
る
衣

装
の
着
装
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
三
田
さ

ん
た
ち
は
、
２
年
生
か
ら
こ
の
道
に
入
り
、

有
職
研
究
家
、
八
條
忠
基
先
生
の
指
導
を

仰
ぎ
な
が
ら
、
京
都
・
黒
田
装
束
店
、
井

筒
装
束
店
に
出
向
い
て
目
学
び
を
し
、
現

在
で
は
、
井
筒
装
束
店
の
依
頼
で
、
全
国

で
の
装
束
着
装
に
招
集
さ
れ
る
ま
で
に
大

き
く
成
長
し
ま
し
た
。
太
宰
府
天
満
宮
曲

水
の
宴
、
伏
見
稲
荷
大
社
還
幸
祭
、
香
取

神
宮
式
年
神
幸
祭
な
ど
、
大
き
な
お
祭
り

の
着
装
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
こ
れ

に
過
ぎ
る
名
誉
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

さ
ら
に
、
３
月
に
行
わ
れ
た
「
佐
原
の

雛
め
ぐ
り
」
雛
舟
の
祭
り
で
は
、
束
帯
・

十
二
単
か
ら
狩
衣
に
至
る
ま
で
、
主
要
な

装
束
を
す
べ
て
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
運
ん
で

着
装
し
、
立
派
に
祭
り
を
成
功
さ
せ
ま
し

た
。
木
内
四
郎
兵
衛
先
生
の
ご
出
身
の
地

で
、
地
元
の
皆
様
の
た
め
に
奉
仕
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
の
は
、「
装
束
班
」
の

ひ
そ
か
な
誇
り
と
す
る
こ
と
で
す
。

　

三
田
さ
ん
は
、
福
岡
の
神
社
で
行
わ
れ

た
、
結
婚
式
の
十
二
単
の
着
付
け
を
担
当

し
ま
し
た
。
責
任
の
重
さ
を
ひ
し
ひ
し
と

感
じ
な
が
ら
も
、
美
し
く
仕
上
が
っ
た
装

束
に
と
て
も
感
動
し
、
こ
う
し
た
機
会
に

恵
ま
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
し
た
。

　

伝
統
文
化
を
仕
事
に
結
び
つ
け
る
こ
と

は
、
決
し
て
容
易
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
こ
う
し
た
道
も
あ
る
の
だ
と
い
う

こ
と
を
、
是
非
多
く
の
皆
様
に
知
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

イ
ギ
リ
ス
研
修
旅
行

イ
ギ
リ
ス
の
幼
稚
園
訪
問
と
子
ど
も
の 

文
化
体
験
の
旅

　

国
際
的
な
視
野
と
見
識
を
も
っ
た
保
育

者
を
養
成
す
る
た
め
、
平
成
22
年
度
か
ら

始
ま
り
、
今
年
で
第
３
回
を
迎
え
ま
し
た
。

研
修
期
間
は
後
期
授
業
終
了
後
の
８
日

間
、
参
加
19
名
、
引
率
は
宮
下
教
授
、
杉

本
准
教
授
で
し
た
。
研
修
内
容
は
、
日
本

に
お
け
る
幼
児
教
育
の
手
本
と
な
っ
た
イ

ギ
リ
ス
の
幼
稚
園
訪
問(M

cM
illan 

E
arly C

hildhood C
enter, N

ew
ton 

F
arm

 N
ursery Infant &

 Junior 
S

chool

）
と
子
ど
も
文
化
関
連
施
設
の
訪

問
、
生
活
文
化
に
関
す
る
体
験
的
セ
ミ

ナ
ー
の
受
講
な
ど
、
イ
ギ
リ
ス
の
幼
児
教

育
事
情
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

そ
の
他
の
研
修
で
は
、
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ

ア
一
色
の
中
世
の
古
い
街
並
み
＝
ス
ト
ラ

ト
フ
ォ
ー
ド
・
ア
ポ
ン
・
エ
イ
ボ
ン
や
オ
ッ

ク
ス
フ
ォ
ー
ド
、映
画「
ハ
リ
ー
ポ
ッ
タ
ー
」

の
ホ
グ
ワ
ー
ツ
魔
法
学
校
の
モ
デ
ル
と

な
っ
た
ク
ラ
イ
ス
ト
・
チ
ャ
ー
チ
・
カ
レ
ッ

ジ
、
バ
ッ
キ
ン
ガ
ム
宮
殿
、
ロ
ン
ド
ン
塔

な
ど
の
名
所
を
巡
り
ま
し
た
。
ま
た
、
子

ど
も
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
古
く
か
ら
の
お

も
ち
ゃ
や
遊
具
の
展
示
品
を
観
て
、
自
由

に
遊
べ
る
コ
ー
ナ
ー
で
は
遊
び
を
体
験

し
、
イ
ギ
リ
ス
人
宅
で
の
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン

テ
ィ
の
生
活
文
化
体
験
も
し
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
は
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
オ
ペ
ラ

座
の
怪
人
」
の
鑑
賞
を
し
て
、
多
く
の
体

験
を
積
み
ま
し
た
。
今
後
、
学
生
が
保
育

者
と
し
て
社
会
に
出
た
と
き
、
保
育
に
つ

い
て
広
い
視
野
で
子
ど
も
と
接
す
る
こ
と

が
出
来
る
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

短
期
大
学

大
学　

八
千
代
キ
ャ
ン
パ
ス

ストラトフォード・アポン・エイボン

McMillan Early Childhood Center
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天
文
部　

星
空
観
望
会
実
施

　

２
月
７
日
金
曜
日
、
一
貫
部
天
文
部
で

は
、
初
め
て
の
星
空
観
望
会
を
実
施
し
ま

し
た
。
会
場
は
、
一
貫
部
５
階
の
物
理
地

学
実
験
室
と
ベ
ラ
ン
ダ
で
、
お
客
様
と
し

て
は
地
元
豊
島
地
区
の
小
学
生
親
子
を

対
象
と
し
ま
し
た
。
観
望
会
初
心
者
の
天

文
部
で
し
た
が
、
天
体
望
遠
鏡
メ
ー
カ
ー

の
「
ビ
ク
セ
ン
」、
科
学
系
教
育
応
援
を

し
て
く
だ
さ
る
企
業
「
リ
バ
ネ
ス
」
の
講

習
会
に
参
加
し
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い

な
が
ら
、
半
年
間
の
準
備
期
間
を
経
て
の

実
施
で
し
た
。

　

午
後
５
時
か
ら
７
時
ま
で
の
２
時
間

の
予
定
の
中
で
見
て
も
ら
う
も
の
は
月

と
木
星
。
月
は
全
体
だ
け
で
な
く
ク
レ
ー

タ
ー
を
大
き
く
見
て
も
ら
お
う
。
全
員
同

時
に
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
体
験

展
示
コ
ー
ナ
ー
を
作
ろ
う
。
廊
下
を
利
用

し
て
、
太
陽
系
の
惑
星
の
距
離
の
体
感
模

型
を
作
ろ
う
。
星
座
早
見
盤
の
使
い
方
講

習
会
を
や
ろ
う
。
望
遠
鏡
操
作
体
験
を
や

ろ
う
。
雨
の
と
き
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
ど
う

し
よ
う
。
等
々
い
ろ
い
ろ
な
意
見
が
出

て
、
そ
れ
は
、
文
化
祭
が
も
う
一
回
あ
る

よ
う
な
も
の
で
し
た
。
４
週
間
前
、
ポ
ス

タ
ー
を
作
り
、
小
学
校
の
各
ク
ラ
ス
に
申

し
込
み
用
紙
と
一
緒
に
掲
示
し
て
も
ら

い
、
連
絡
を
待
ち
ま
す
。
何
人
来
て
く
れ

る
だ
ろ
う
と
待
つ
こ
と
２
週
間
、
８
組
20

人
の
申
し
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。

　

観
望
会
の
最
大
の
敵
は
天
気
で
す
。
１

週
間
前
の
予
報
で
は
、「
曇
り
の
ち
雨
」、

で
し
た
が
当
日
に
は
「
晴
れ
の
ち
曇
り
」

と
な
り
、
３
時
半
か
ら
会
場
準
備
、
そ
し

て
お
客
様
を
待
ち
ま
す
。
１
階
入
り
口
の

誘
導
係
、
５
階
の
受
付
係
、
司
会
進
行
担

当
者
、
展
示
説
明
係
、
望
遠
鏡
整
備
担
当

者
、
み
ん
な
緊
張
す
る
中
、
予
定
通
り
５

時
に
ス
タ
ー
ト
。
途
中
で
雲
が
出
始
め
た

の
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
順
番
を
変
え
ま
し
た

が
無
事
に
終
了
。
あ
っ
と
い
う
間
の
２
時

間
で
し
た
。
終
わ
る
と
す
ぐ
に
書
い
て
も

ら
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
見
ま
す
。「
楽
し

か
っ
た
」「
ま
た
来
た
い
」「
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
」「
も
っ
と
見
た
い
」・・・
。

大
変
だ
っ
た

け
れ
ど
や
っ

て
よ
か
っ

た
。そ
し
て
、

誰
も
が
１
ラ

ン
ク
成
長
し

た
半
年
で
し

た
。

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
泣
か
な
い
で
」
を
鑑
賞

　

６
月
17
日
、
東
京
芸
術
劇
場
に
て
高
等

部
の
１
年
生
が
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
鑑
賞

し
ま
し
た
。
作
品
名
は
「
泣
か
な
い
で
」。

こ
れ
は
音
楽
座
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
が
満
を

持
し
て
披
露
す
る
作
品
で
す
。
遠
藤
周
作

の
小
説
「
私
が
・
棄
て
た
・
女
」
が
下
敷

き
に
な
っ
て
い
ま
す
。
主
人
公
の
少
女

は
、
大
好
き
な
男
性
に
裏
切
ら
れ
、
追
い

打
ち
を
か
け
る
よ
う
に
「
ハ
ン
セ
ン
病
」

の
疑
い
で
復
活
病
院
に
収
容
さ
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
ハ
ン
セ
ン
病
は
誤
診
で
あ

る
こ
と
が
入
院
後
判
明
し
、
一
度
は
病
院

を
出
ま
す
が
そ
の
後
彼
女
の
と
っ
た
行

動
は
・
・
・
私
た
ち
は
煩
雑
な
日
常
の
中

で
、
ど
う
し
て
も
自
分
の
事
ば
か
り
を
考

え
が
ち
で
す
。
他
者
と
の
関
係
性
か
ら

「
自
分
」
と
い
う
も
の
が
成
り
立
っ
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
そ
れ
を
忘
れ
て
い

ま
す
。
今
回
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
は
そ
こ
に

一
石
を
投
じ
て
い
ま
す
。「
た
と
え
ど
ん

な
小
さ
な
こ
と
で
も
、
心
に
傷
（
足
跡
）

を
残
し
て
過
ぎ
て
い
く
」
と
い
う
作
品

テ
ー
マ
は
、
森
田
ミ
ツ
を
通
し
て
「
人
の

痛
み
が
わ
か
る
・
自
分
の
事
の
よ
う
に
他

者
を
見
つ
め
る
」
こ
と
を
訴
え
か
け
、
多

く
の
生
徒
が
そ
れ
に
感
動
し
ま
し
た
。
そ

の
涙
は
生
徒
た
ち
が
「
自
分
と
他
者
と
の

見
え
に
く
い
つ
な
が
り
」
に
気
づ
き
、
自

分
の
生
き
方
を
見
つ
め
よ
う
と
し
て
い

る
こ
と
の
証
し
で
す
。
劇
団
「
音
楽
座

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
」
は
事
前
に
本
校
を
訪
れ

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
て
く
れ
ま

し
た
。
そ
の
効
果
も
あ
っ
て
生
徒
た
ち
は

こ
の
「
泣
か
な
い
で
」
に
身
も
心
も
傾
倒

し
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
生
徒
の
心

が
こ
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
鑑
賞
で
成
長
し

て
く
れ
る
こ
と
を
祈
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

高
等
部

中
高
一
貫
部

写
真
：
音
楽
座
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
提
供
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宿
泊
農
村
生
活
体
験

　

５
月
26
日
か
ら
28
日
ま
で
の
３
日
間
、

２
年
生
が
新
潟
県
上
越
市
・
十
日
町
市
に

お
い
て
、
宿
泊
農
村
生
活
体
験
を
行
い
ま

し
た
。
目
的
は
、
農
村
で
の
生
活
を
体
験

し
、
農
業
の
現
状
を
理
解
す
る
こ
と
と
、

ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
を
通
し
て
、
人
と
人
と
の

ふ
れ
あ
い
を
深
め
る
こ
と
で
す
。

　

１
日
目
は
自
然
体
験
。
モ
リ
ア
オ
ガ
エ

ル
の
産
卵
と
い
う
貴
重
な
光
景
に
目
を

輝
か
せ
、
ブ
ナ
の
植
樹
も
行
い
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
午
前
中
が
そ
ば
打
ち
体
験
。

名
人
に
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
茹
で
上
が

る
ま
で
２
時
間
半
。
で
き
た
お
そ
ば
は
完

食
で
し
た
。午
後
は
田
植
え
体
験
で
し
た
。

裸
足
で
入
っ
た
田
ん
ぼ
の
泥
の
感
触
に

歓
声
を
あ
げ
た
り
、
女
子
が
お
た
ま
じ
ゃ

く
し
に
驚
い
て
泣
き
出
す
な
ど
、
初
め
て

の
体
験
は
ド
キ
ド
キ
で
し
た
。
そ
の
時
農

家
の
方
か
ら
言
わ
れ
た
「
隅
々
ま
で
植
え

て
初
め
て
終
わ
る
の
だ
か
ら
、
協
力
し

合
っ
て
作
業
す
る
ん
だ
よ
。」
と
い
う
言

葉
が
、
生
徒
た
ち
の
心
に
響
き
ま
し
た
。

そ
し
て
夜
は
、
３
〜
５
人
の
グ
ル
ー
プ
ご

と
に
各
家
庭
に
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
し
ま
し

た
。

　

最
終
日
の
午
前
中
も
山
菜
採
り
や
精

米
体
験
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
さ
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
帰
り
際
に
は
お
世
話

に
な
っ
た
方
々
と
写
真
を
撮
る
な
ど
、
最

後
ま
で
別
れ
を
惜
し
ん
で
い
ま
し
た
。

第
48
回　

体
育
祭

　

６
月
４
日
、
深
谷
市
仙
元
山
陸
上
競
技

場
で
第
48
回
体
育
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
テ
ー
マ
「
羽
ば
た
け
我
ら
の
青
春

こ
こ
に
あ
り
〜
成
徳
夏
の
陣
開
幕
〜
」
の

も
と
に
、
12
競
技
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
神
田
正
校
長
先
生
や
新

（
あ
た
ら
し
）
博
文
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
の
激
励

の
言
葉
に
続
き
、
体
育
委
員
長
の
松
盛
雄

一
君
（
３
年
Ｅ
組
進
学
コ
ー
ス
）
が
力
強

く
選
手
宣
誓
を
行
い
、
競
技
が
開
始
さ
れ

ま
し
た
。

　

応
援
に
駆
け
つ
け
て
く
れ
た
保
護
者

は
、
約
450
名
を
超
え
、
日
差
し
の
照
り
つ

け
る
中
で
、
綱
引
き
・
障
害
物
リ
レ
ー
・

Ｈ
Ｒ
対
抗
リ
レ
ー
な
ど
に
最
後
ま
で
熱

い
声
援
を
送
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
と
し
て
、

深
谷
西
幼
稚
園
園
児
45
名
を
お
招
き
し
、

保
育
専
攻
ク
ラ
ス
の
生
徒
と
一
緒
に
、
仲

良
く
競
技
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

大
き
な
け
が
や
事
故
も
な
く
無
事
終

了
し
ま
し
た
が
、
今
回
の
最
大
の
収
穫

は
、
生
徒
た
ち
に
よ
る
自
主
的
な
運
営
が

随
所
に
見
ら
れ
た
こ
と
で
す
。
こ
の
良
き

姿
を
次
年
度
以
降
も
継
承
し
、「
生
徒
自

ら
の
手
に
よ
る
体
育
祭
」
を
目
指
し
て
行

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

深
谷
中
学
校

深
谷
高
校



— 18 —

武
藤
聡
子
先
生
講
演

「
介
護
の
心
、
癒
し
の
力
」

　

武
藤
聡
子
先
生
は
、
国
立
音
楽
大
学
ピ

ア
ノ
科
を
御
卒
業
後
、
ウ
ィ
ー
ン
国
立
音

楽
大
学
ピ
ア
ノ
科
へ
４
年
間
留
学
。
最
優

秀
賞
を
付
与
さ
れ
て
卒
業
さ
れ
た
素
晴

ら
し
い
ピ
ア
ニ
ス
ト
で
す
。
そ
し
て
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
リ
サ
イ
タ
ル
や

演
奏
活
動
を
し
て
お
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
65
歳
で
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
と
診
断

さ
れ
た
実
母
の
介
護
を
20
年
間
も
在
宅

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
で
は
そ
の
経
験

を
、
様
々
な
場
所
で
講
演
さ
れ
て
お
り
、

今
回
は
丁
度
日
本
に
い
る
と
言
う
事
で

講
演
を
お
願
い
す
る
こ
と
が
で
き
、
６
月

24
日
に
210
名
の
保
護
者
を
迎
え
て
開
催

で
き
ま
し
た
。

　

実
母
は
「
重
度
の
認
知
症
で
理
解
力
は

無
い
」
と
辛
い
診
断
さ
れ
ま
し
た
が
、
決

し
て
あ
き
ら
め
ず
前
向
き
に
介
護
し
、
生

き
る
事
の
重
さ
を
問
い
ま
し
た
。
そ
の
中

で
唯
一
武
藤
先
生
が
弾
く
ピ
ア
ノ
に
は

反
応
を
示
さ
れ
、
涙
し
た
そ
う
で
す
。

 

長
い
介
護
を
さ
れ
た
時
の
中
で
、
お
母

様
と
過
ご
し
て
老
い
て
い
く
母
の
姿
を

見
て
い
た
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
誰
し
も

が
い
ず
れ
感
じ
る
老
い
に
対
し
て
や
、

「
介
護
さ
れ
る
、
介
護
す
る
」
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
を
自
分
自
身
に
も
置
き
換
え
て
、

涙
し
て
い
る
参
加
者
も
い
ま
し
た
。
最
後

に
お
母
様
が
お
好
き
だ
っ
た
と
い
う
曲

を
３
曲
演
奏
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
心

の
こ
も
っ
た
音
色
は
や
さ
し
く
、
穏
や
か

な
空
気
が
会
場
に
流
れ
と
て
も
素
晴
ら

し
い
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

遠
足
（
年
長
）

　

５
月
９
日
天
候
に
恵
ま
れ
て
、
東
武
動

物
公
園
へ
遠
足
に
行
き
ま
し
た
。
ゾ
ウ
・

キ
リ
ン
・
サ
イ
な
ど
の
大
型
動
物
を
見
た

り
、
ウ
サ
ギ
や
モ
ル
モ
ッ
ト
な
ど
の
小
動

物
を
直
接
抱
え
た
り
、
羊
に
触
れ
た
り
も

し
ま
し
た
。
ま
た
、
園
内
を
走
る
ミ
ニ
Ｓ

Ｌ
に
乗
り
ま
し
た
。

　

こ
の
遠
足
を
通
し
て
、
バ
ス
の
乗
り
方

や
公
園
内
の
移
動
の
仕
方
な
ど
年
長
さ

ん
ら
し
く
落
ち
着
い
た
行
動
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、「
今
日
の
楽
し
い
遠
足
の

こ
と
を
い
っ
ぱ
い
話
し
て
ね
。」
と
先
生

方
に
教
わ
り
、
お
迎
え
の
家
族
に
直
ぐ
に

伝
え
て
い
ま
し
た
。

交
通
安
全
教
室
（
全
員
）

　

６
月
６
日
埼
玉
県
浦
和
西
警
察
署
の

協
力
を
得
て
、
交
通
安
全
教
室
を
実
施
し

ま
し
た
。
直
接
お
巡
り
さ
ん
か
ら
、
交
通

ル
ー
ル
や
交
通
事
故
に
合
わ
な
い
た
め

に
、
四
つ
の
約
束
（
と
ま
る
・
み
る
・
ま

つ
・
た
し
か
め
る
）
を
し
っ
か
り
守
る
こ

と
を
教
わ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
模
擬
道
路
で
の
横
断
歩
道
の
正

し
い
わ
た
り
方
に
つ
い
て
実
際
に
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
手
を
挙
げ
て
、
右
、
左
、
右
を
見
て
わ

た
り
ま
し
ょ
う
。」

第
二
幼
稚
園

幼
稚
園
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盛
岡
大
学
と
の
間
で
学
術
交
流
に
関
す
る 

協
定
を
締
結

　

５
月
16
日
、
東
京
成
徳
大
学
は
盛
岡
大

学
と
の
間
で
、
教
育
・
研
究
の
協
力
を
通

じ
て
学
術
交
流
の
促
進
を
図
る
た
め
、
学

術
交
流
に
関
す
る
協
定
を
締
結
い
た
し

ま
し
た
。

　

今
後
両
大
学
は
、
平
等
互
恵
、
相
互
尊

重
の
原
則
の
も
と
に
、
共
同
研
究
及
び
教

育
学
術
活
動
の
促
進
、
学
術
資
料
及
び
刊

行
物
の
交
換
、
学
部
学
生
の
交
流
、
教
員
・

研
究
者
・
職
員
の
交
流
を
実
施
し
ま
す
。

　

八
千
代
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
行
わ
れ
た

協
定
書
調
印
式
の
際
の
写
真
：
盛
岡
大
学

長
徳
田
元
氏
（
左
）
と
本
学
海
保
博
之
学

長
（
右
）

十
条
台
キ
ャ
ン
パ
ス
再
整
備
計
画

第
一
期
工
事
完
了

　

平
成
25
年
３
月
下
旬
に
着
工
さ
れ
た
十

条
台
キ
ャ
ン
パ
ス
の
新
校
舎
建
築
工
事
が

６
月
末
に
完
了
完
成
し
ま
し
た
。

　

表
紙
写
真
の
新
３
号
館
は
校
舎
前
の
楷

の
木
の
名
前
を
冠
し
た
「
楷か
い

の
木
ホ
ー
ル
」

を
は
じ
め
造
形
、
音
楽
な
ど
の
実
習
室
。

新
４
号
館
、
新
体
育
館
と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
９
月
の
使
用
開
始
に
向
け
家
具
搬
入
、

引
越
し
の
準
備
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
引

き
続
き
校
舎
解
体
な
ど
整
備
工
事
が
キ
ャ

ン
パ
ス
で
行
な
わ
れ
ま
す
。

大
学
子
ど
も
学
部
第
５
回
手
作
り
絵
本

コ
ン
ク
ー
ル
開
催

　

大
学
在
学
生
と
高
校
生
を
対
象
と
し

た
コ
ン
ク
ー
ル
で
す
。
応
募
期
間
は
８
月

25
日
か
ら
９
月
22
日
ま
で
。
詳
細
は
大
学

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
子
ど
も
学
部
か
ら
の

お
知
ら
せ
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w

w
.tsu.ac.jp/

ベ
ト
ナ
ム
の
中
学
生
が
中
高
一
貫
部
を
訪
問

　

６
月
30
日
、
ベ
ト
ナ
ム
のT

hue 
N

ghiem
 School

の
み
な
さ
ん
15
名
が
訪
日

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
環
と
し
て
中
高
一
貫
部
を

訪
問
し
、
在
校
生
と
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

第
５
回
・
全
国
中
学
校
高
等
学
校
女
子 

ラ
ク
ロ
ス
選
手
権
大
会
優
勝

　

高
校
ラ
ク
ロ
ス
部B

rave Y
outh

が

２
度
目
の
全
国
制
覇
を
成
し
ま
し
た
。

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会（
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
）
出
場
決
定

東
京
成
徳
大
高
校

　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
（
女
子
）

　

陸
上
部　

男
子
や
り
投
げ

（
６
月
28
日
現
在
）

　

今
年
は
南
関
東
を
舞
台
と
し
て
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
の
舞
台
の
一

つ
と
し
て
大
学
八
千
代
キ
ャ
ン
パ
ス
体

育
館
が
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
女
子
の
会

場
と
し
て
提
供
さ
れ
ま
す
。

平
成
26
年
度
学
園
後
援
会
総
会
開
催

　

６
月
21
日
、
中
高
一
貫
部
に
お
い
て
恒

例
の
学
園
後
援
会
総
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

総
会
に
は
佐
々
木
富
也
前
会
長
、
荒
井

千
恵
子
顧
問
、
薮
﨑
千
恵
子
顧
問
な
ど
が

お
元
気
で
出
席
さ
れ
会
員
ど
う
し
の
友
好

を
深
め
ま
し
た
。
会
は
開
会
の
辞
、
薮
崎

精
克
会
長
挨
拶
の
後
、
木
内
理
事
長
は
学

園
の
近
況
と
話
題
、
完
成
間
近
い
十
条
台

キ
ャ
ン
パ
ス
新
校
舎
の
説
明
と
プ
ロ
棋
士

廣
瀬
章
人
さ
ん
が
今
春
見
事
に
Ａ
級
入
り

を
果
た
し
八
段
に
昇
段
し
た
快
挙
や
歌
舞

伎
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
中
村
種
之
助
さ
ん

な
ど
本
校
を
卒
業
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る

若
い
卒
業
生
な
ど
明
る
い
話
題
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。
前
年
度
の
報
告
・
監
査
、
今

年
度
の
行
事
、
予
算
案
な
ど
に
つ
い
て
議

事
を
重
ね
、
閉
会
の
辞
を
向
か
え
総
会
は

滞
り
な
く
終
了
し
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
行
わ
れ
た
講
演
会
は
人
文

学
部
観
光
学
科
臺
純
子
教
授
が
「
船
を
舞

台
に
し
た
映
画
を
10
倍
？
楽
し
め
る
」
と

題
し
、
映
画
『
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
』、『
ポ
セ

イ
ド
ン
・
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
』、『
ス
ピ
ー

ド
２
』
を
題
材
に
、
映
画
に
映
し
出
さ
れ

た
客
船
の
船
内
や
客
層
か
ら
見
た
船
旅

の
変
遷
に
つ
い
て
、
ご
自
身
の
豊
富
な
体

験
を
交
え
な
が
ら
解
説
さ
れ
ま
し
た
。

ニュース

4 号館
講義室、PC 講義室、研究室、

学生支援コーナー
体育館

アリーナ、ダンススタジオ、
レクチャールーム
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オープンキャンパス・学校説明会のご案内

オープンキャンパス・学校説明会のご案内

東京成徳大学　大学院

7/19 土  8/9 土  11/8 土  12/20 土　　14:00 〜 17:00

十条台キャンパス［子ども学部・経営学部・短期大学］

7/27 日  8/3 日  8/30 土  11/16 日

八千代キャンパス［人文学部・応用心理学部］

7/27 日  8/10 日  10/5 土  11/15 土

東京成徳大学高等学校

予約必要…8/9 土  9/21 日  10/3 ㊎ 10 ㊎ 17 ㊎ 24 ㊎  12/21 日
予約不要…10/12 日 26 日  11/8 土 9 日 30 日  12/6 土

東京成徳大学中学校

9/7 日 15 ㊊㊗  10/12 日 22 ㊌  11/23 日  12/14 日  1/7 ㊌ 17 土

東京成徳大学深谷高等学校

予約必要…�9/7 日  10/18 土  11/16 日 21 ㊎ 23 日 24 ㊊㊗ 28 ㊎  
12/13 土 19 ㊎ 20 土 21 日 27 土  1/12 ㊊㊗

オープンスクール（要予約）…8/3 日  9/21 日

東京成徳大学深谷中学校

予約必要…9/23 ㊊㊗  10/13 ㊊㊗  11/9 日
オープンスクール（要予約）…7/20 日  8/23 土  

東京成徳短期大学附属幼稚園

予約必要…8/30 土  9/20 土

東京成徳短期大学附属第二幼稚園

見学ご希望の際事前予約

オープンキャンパス・学校説明会の詳細は
各校のホームページをご覧ください

学校法人 東京成徳学園　http://www.tokyoseitoku.ac.jp

東京成徳大学大学院 http://www.tsu.ac.jp/gra 電話 03—3927—4116
東京成徳大学 http://www.tsu.ac.jp PC

http://www.tsu-mobile.com 携帯

子ども学部　経営学部 十条台キャンパス入学課 電話 03—3908—4566（直通）
人文学部　応用心理学部 八千代キャンパス入試広報課 電話 047—488—1000（直通）

東京成徳短期大学 http://www.tsc.ac.jp

十条台キャンパス入学課 電話 03—3908—4566（直通）
東京成徳大学中学・高等学校

中高一貫部 http://www.tokyoseitoku.jp/js 電話 03—3911—2786
高等部 http://www.tokyoseitoku.jp/hs 電話 03—3911—5196

東京成徳大学深谷中学・高等学校

中学校 http://tsfj.jp 電話 048—573—1784
高等学校 http://www.tsfh.jp 電話 048—571—1303

東京成徳短期大学附属幼稚園 http://www.tokyoseitoku.ac.jp/t-kind 電話 03—3911—6337
東京成徳短期大学附属第二幼稚園 http://www.tokyoseitoku.ac.jp/y-kind 電話 048—854—2151
東京成徳スイミングスクール 電話 03—3914—2383

学校法人　東京成徳学園　　　〒 114 − 8526　東京都北区豊島 8 − 26 − 9　TEL 03 − 3911 − 2411　FAX 03 − 3911 − 6500
法人本部企画調査室　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東京成徳広報　第36号　平成26年7月発行


